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令和元年度 認定ＮＰＯ法人さわおとの森 事業報告 

Ⅰ．法人の活動 

１．総会に関すること 

実施時期 内    容 

5 月 25 日 定期総会（場所：ＴＫＰガーデンシティー仙台駅北） 

〇平成３０年度事業報告・活動計算・貸借対照表・財産目録 

〇監査報告 

〇令和元年度事業計画（案）・収支予算（案） 

〇役員改選       についてすべて承認されました。 

２．理事会に関すること 

実施時期 内    容 

5 月 25 日 第１回理事会（場所：ＴＫＰガーデンシティー仙台駅北） 

〇平成３０年度事業報告・活動計算・貸借対照表・財産目録 

〇監査報告 

〇役員改選       についてすべて承認されました。 

3 月 19 日 第２回理事会（場所：沢乙温泉うちみ旅館） 

〇令和２年度（令和元年度）事業計画・活動予算 

〇多機能サポートランドさわおとの森被災による施設整備 

についてすべて承認されました。 

３．届出に関すること 

実施時期 内    容 

5 月 31 日 宮城県環境生活部共同参画社会推進課ＮＰＯ・協働社会推進班へ

下記を届出 〇事業報告の届出 

提出書類：役員報酬規程・職員給与規定・認定ＮＰＯ法人関係書類 

平成３０年度事業報告・活動計算書・財産目録・賃借対照表 

前事業年度の役員と報酬を受けた役員の名簿 

社員のうち１０人以上の者の名簿 

6 月 17 日 仙台法務局へ下記を届出 

〇理事の変更（重任） 

提出書類：通常総会議事録・理事会議事録・法人定款

４．広報に関すること 

（１）広報さわおとの森 

発行月 内    容 

5 月発行 法人広報誌「広報さわおとの森」No２６作成・配布約６５０部 

（法人内全事業所・職員紹介・ボランティア部紹介等） 

2 月発行 法人広報誌「広報さわおとの森」No２７作成・配布約６５０部 

（令和２年に思うこと・入職１年目に思うこと・各園の活動紹介等） 
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（２）ホームページブログ更新 

掲載月日 内   容 

4 月 25 日 多機能サポートランドさわおとの森“生活介護わのみ”の活動状況報告 

6 月 20 日 令和元年度宮城県強度行動障害支援者養成研修の募集開始 

7 月 19 日 塩竈市ひまわり園の活動状況報告 

8 月 29 日 多機能サポートランドさわおとの森ショートステイの様子 

9 月 30 日 利府こども発達センターあのねの活動状況報告 

10 月 7 日 多機能サポートランドさわおとの森入口道路を保護者が修繕 

1 0 月 3 0
日  

多機能サポートランドさわおとの森放課後等デイサービスくるみクラブの活動状況報告 

1 1 月 2 5
日  

塩竈市ひまわり園の活動状況報告、第２弾 

1 月 6 日 2020 あけましておめでとうございます From 多機能サポートランドさわおとの森 

５．全体研修に関すること 

（１）法人職員を対象とした人材育成研修や、法人運営にかかわる研修等参加 

実施日 名  称 場所・講師等 人数 

5 月 29 日 職員の健康管理について 佐々木・雪田産業看護師 25 

6 月 11 日 摂食指導について 山田言語聴覚士 26 

7 月 11 日 法令順守について 髙橋副理事長 24 

1 0 月 2 9
日  

障がい者虐待防止について 佐野センター長 23 

1 1 月 6
日  

てんかんの対処の仕方、肝炎についての基礎知識 高田 Dr 23 

1 2 月 1 2
日  

作業療法士の分野から 工藤作業療法士 25 

12 月 18 日 若手職員を対象とした社労士を囲む研修会 阿久津社会保険労務士 5 

1 月 15 日 中堅職員を対象とした労務管理研修会 阿久津社会保険労務士 10 

1 月 23 日 主任・リーダー研修会 人事部 14 

1 月 24 日 公正採用選考人権啓発推進員等研修会 宮城労働局・TKP ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ仙台 1 

新人職員人材育成研修 

実施日 名  称 場所・講師等 人数 

5 月 14 日.22 日 摂食指導について 鈴木言語聴覚士 5 

6 月 5 日 茶話会（メンタルサポート） 人事部 5 

6 月 16 日.24 日 言葉について 鈴木言語聴覚士 5 

7 月 4 日 各部署の先輩職員の体験談を聞く会 各部署の主任ｏｒリーダー 10 

1 0 月 7 日  家族への支援について 齋藤臨床発達心理士 8 

1 1 月 2 5 日  茶話会（メンタルサポート） 人事部 8 

2 月 5 日 １年のまとめのディスカッション 人事部 7 

（２）他法人を含めた職員を対象とした強度行動障害支援者養成研修（宮城県指定）の実施 

実施日 項 目 受 講 者 

8 月 28 日.29 日 基礎研修 当法人：3人 他法人：21 人（宮城東部、黒川、仙台、気仙沼、大崎等） 

8 月 29 日.30 日 実践研修 当法人：3人 他法人：21 人（宮城東部、黒川、仙台、気仙沼、大崎等） 



- 3-

６．全体会議に関すること 

（１）管理者会議 

実施日 内   容 人数 

4 月 17 日 辞令交付式の反省、理事会・総会開催、30 年度事業報告・決算、新規職員研修等 8 

5 月 13 日 賛助会費納入案内、令和元年度人材育成研修、10 年先を考える委員会等 8 

6 月 18 日 お中元手配、ひまわり園のあり方、住宅手当と特定処遇改善手当の説明等 8 

7 月 17 日 職員の肝炎検査実施、県障害福祉課集団指導報告、住宅手当と特定処遇改善手当協議 8 

8 月 21 日 賛助会費の納入状況、特定処遇改善手当の支給方法協議、人事部会議報告等 8 

9 月 26 日 忘年会について、特定処遇改善手当の再協議、人事考課の実施等 8 

1 0 月
1 6 日  

さわおとのもりの台風 19 号被災、住宅手当と特定処遇改善手当の決定等 8 

1 1 月
2 0 日  

ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸと職員健康診断結果報告、さわおとの森施設整備計画、人材育成研修報告等 8 

1 2 月
1 7 日  

3 月理事会実施日、忘年会の反省、職業能力評価実施状況、女性職員労災の対応等 8 

1 月 28 日 ひまわり園の定員の件、さわおとの森移転計画、新規手当の申請等 8 

2 月 19 日 社労士による研修報告、嘱託職員就業規則改定、人事考課結果等 8 

3 月 17 日 新型コロナによる事業所の影響、ひまわり園定員 15 人へ、新規職員研修等 8  

（２）看護師情報共有会議 

実施日 内  容 人数 

4 月 12 日 昨年度「いちごの会」総括、今年度の体制について、今年度の計画について ５ 

5 月 20 日 いちごの会について、今年度の体制について ５ 

7 月 1 日 いちごの会について、医師指示書について ５ 

8 月 27 日 いちごの会について、インフルエンザについて ５ 

12 月 18 日 いちのの会総括、インフルエンザについて、感染症対策 ４ 

2 月 25 日 勤務状況の確認、支援対象者の確認、医師指示書について、年度まとめ ４ 

（３）請求担当者会議 
実施日 内  容 人数 
5 月 17 日 各種加算、請求業務の確認 他 6 
9 月 17 日 増税に伴う請求処理の確認、支給日数の確認方法、利用者契約情報の設定方法 6 
1 月 30 日 マニュアル作成、その他確認事項 6 

（４）放課後等デイサービス担当者会議 
実施日 内  容 人数 
6 月 10 日 各種加算、４園合同行事について ５ 
7 月 8 日 ４園合同行事について、夏休み活動調整（バス） ５ 
8 月 26 日 夏休みの活動について、次年度利用者について ５ 
10 月 2 日 来年度の利用者調整、新規利用者調整 ４ 
12 月 4 日 来年度の利用者調整、新規利用者情報、モチベーション研修落とし込み研修 ５ 

（５）勤務作成担当者会議 
実施日 内  容 人数 
9 月 5 日 勤務作成上の取り組み、課題整理と対策、夏休み中の勤務調整について 5 
3 月 9 日 次年度勤務作成方法の検討と課題、4 月以降の勤務シミュレーション 5 
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７．労働安全衛生に関すること 

毎月事業所ごとに職場点検チェックを行うとともに、４事業所を巡回しての定例的に労働安

全衛生委員会を行い、職場環境の点検、改善策等を話し合った。 

委員：高田産業医・早坂衛生管理者・川崎安全管理者・雪田産業看護師・各管理者・職場代表 

実施日 安全衛生委員会 その他 

4 月 3 日 
あかいしの森 
雇入時検診、一般検診、検診項目、気軽な運動、修繕 他 

4 月 8 日 
利府こども発達センター、地域拠点センター 衛生面の再検討、ス

トレスチェック、外部研修の実施、屋外の砂利、ごみ箱の移動 他 

7 月 3 日 
ひまわり園 

修繕、職員の心身状態のサポート、健康診断の進捗 他 

ストレスチェックの実

施 

8 月 7 日 
あかいしの森 

熱中症対策、肝炎検査実施、整理整頓、天井の破損修理 他 

ストレスチェックの回

収、統計 

9 月 11 日 
利府こども発達センター、地域拠点センター 

インフルエンザ、ハラスメント、地震対策、消火器の設置 他 
個人健康面談実施 

1 0 月
3 0

日 

ひまわり園 

感染症、てんかんについて、緊急時避難訓練 
労基へ書類提出 

1 1 月
1 3

日 

さわおとの森 

検診後のフォローアップ、労災、土砂災害の現状、遊具 他 

インフルエンザ予防接

種調整 

1 月 15 日 
あかいしの森 

定期清掃、加湿、４月入社職員の定期健診、労務管理研修 他 

1 月 23 日 
利府こども発達センター、地域拠点センター 

健康企業宣言、外階段、乾燥機アース、防災セット、避難訓練他 
労基へ書類提出 

2 月 5 日 
ひまわり園 

健康管理、加湿、コロナウイルス対策、地震対策、意見箱 他 
職場点検 

3 月 11 日 
さわおとの森 コロナウイルス対策、次年度検診、地震対策、安全

衛生人員補充、年度統括、ドライブレコーダーの設置 他 
統括書類作成 

８．ボランティア育成にかかる事業 
組織内のボランティア育成やコーディネートだけではなく、地域の大学生や専門学生を対象 

とした当法人の PR活動を計画的に行うことで、ボランティアの確保と育成、次期採用に向けた

有能な人材の早期発掘に取り組んだ。 

実施日 内  容 

4 月 24 日 【打ち合わせ】活動内容、広報方法検討 

6 月 4 日・6日 【学校訪問】挨拶、ボランティア募集配布

6月 17 日 【打ち合わせ】学生向け勉強会、各園活動体験会日程調整、学校訪問報告 

6 月 24 日 【打ち合わせ】勉強会リハーサル 

6 月 29 日 【行事】学生向け勉強会→参加学生６名 

7 月 18 日 【打ち合わせ】就フェア 

8 月 19 日・20 日 【ボランティア受入】あかいしの森（児童発達支援）

8月 21 日 【ボランティア受入】ひまわり園（児童発達支援） 

8 月 29 日 【打ち合わせ】就フェア 

8 月 30 日 【ボランティア受入】ひまわり園（児童発達支援） 

9 月 9 日 【ボランティア受入】あかいしの森（児童発達支援） 

1 0 月 9
日  

【打ち合わせ】就フェア 

1 1 月 8
日  

【打ち合わせ】就フェア、次年度に向けて 

11 月 14 日 【職場体験①】仙台医療福祉専門学校勉強会→各園活動体験 

11 月 17 日 【行事】FUKUSHI 就職フェア in みやぎ→参加学生 

11 月 21 日 【職場体験②】仙台医療福祉専門学校勉強会→各園活動体験 
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1 1 月 2 2
日  

【打ち合わせ】就フェア反省会 

1 2 月 5
日  

【行事】仙台医療福祉専門学校出張勉強会 

12 月 9 日 【学生受入】東北福祉大学社会福祉学科ゼミ学習受入 

1 月 23 日 【打ち合わせ】年度末行事に向けて、次年度構想 

※ 就フェア後に予定していた行事（１２月８日「ワールドカフェ in さわおと」、２月２９

日「大感謝祭」）は参加学生の規模、社会情勢を鑑みて実施しないこととした。 

９．さわおとの森の１０年先を考える委員会 
（１）協議の内容等 
１）開催状況 
ワーキング３回、委員会４回開催し、その成果として、委員会からの提案という形で

報告書をまとめた。 
２）委員の構成 
外部委員（法人役員）２人、内部委員４人、参与３人、事務局３人

３）基本的な考え方 
具体的には、１０年先を考える視点「人材・職員の育成」、「運営方針と事業の展開」、「施

設整備」の３項目に区分けし、これに従って基本的な考え方を示しました。 
① 人材・職員の育成では、正しい知識を身につけること。さらには職員に自主性を求めてい
る。 
② 運営方針と事業の展開では、複眼的な視点・発想と福祉ＱＣ活動の実践を進めていくこと。 
③ 施設整備では、中長期での計画的な施設整備を念頭に置きつつ、使い勝手の良い清潔感の
ある施設づくりが望ましい。 
以上の提案が報告書の中に盛り込まれた。

（２）報告書の構成 
本論（２２頁）は、１章の「障がい者支援に向けた動き」から始まり、２章の「委員

会設置の経緯」、３章「１０年先を考える視点」、４章「法人の概要および現状と課題」、 
５章「委員会からの提案」で構成している。添付資料（５７頁）は、委員会関連資料・ 
業務上の心構え・先行研究を読み解いた参考資料・法人の沿革で成っている。 

（３）報告書の要点 
障がい者支援に向けた動きに注視しながら、「社会福祉基礎構造改革」、あるいは「障

害者総合支援法」の現在地を把握することはもちろんのこと、障がい児への支援、障が 
い者との向き合い方について、利用者の最善の利益を考慮し、福祉サービスを展開して 
いく必要があると明示している。 

１０．職員の処遇改善等に伴う就業規則の改正 
令和元年１０月から始まった「特定処遇改善加算」新設に伴い、住宅手当の新設と扶養手

当の一人目の子どもの増額、通勤手当の見直し等での処遇改善（向上）を行い、それに伴い

賃金規定の改定を行った。また退職後再雇用職員である嘱託職員の就業規則も見直しにより

改正を行った。 

１１．いちごの会（重症心身障害児・医療ケア児を支援する会）開催 
９月２８日にあかいしの森にて、“荒川知子とファミリーアンサンブル”をお招きし、か

らだにハンディがある子どもたちや保護者を対象に、リラックスしながら生の音楽に触れ

楽しむ機会、癒しの時間を提供した。重症心身障害児１０名、その保護者、関係者で４０

名程度の参加があり、あかいしの森のホールがいっぱいになる程の盛況であった。 
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Ⅱ．多機能サポートランドさわおとの森 

１．児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

（１）放課後等デイサービスくるみクラブ（放課後等デイサービス事業） 

【実施状況】 
様々な活動を提供しながら、利用者個々の能力向上を図り、集団行動や社会体験外出を

通して社会適応能力の向上に努めてきました。新型コロナウイルスの影響もあり、３月

には室内活動や散歩・ドライブ等の屋外活動を中心に行い、感染拡大防止に努めた。スペ

シャルプログラムの中には、栄養士を中心とした催しを開催、手洗いやうがいの指導な

ども行った。 
①室内活動 
制作    季節の催事に合わせた制作を実施 

楽器づくり、ハロウィン制作、クリスマス制作、書初め、節分制作、

クッキング 三食団子作り、餃子の皮ビザ、なんちゃってスイートポテト、ブッシュ

ドノエル、お好み焼き 他 
音楽活動  カラオケ、音楽プログラム、リトミック 他 
運  動  体力づくりさかのぼり、運動会、集団遊び、雪遊び、ミッションゲーム、

なわとび、春探し散策 他 
交流会   ひまわり園との交流 他 
感覚    粉遊び、フィンガーペインティング、スライムづくり 他 
その他   不審者対応、ハロウィンパレード、大掃除、クリスマス会、豆まき会、

ひな祭り会、思い出上映会、他 
②屋外活動   
外出先   石ノ森漫画館、奥松島縄文村歴史資料館、公園散策、マクドナルド、郷

土資料館、初詣 、他 
買い物体験 マクドナルド、コンビニ、他 
社会体験  初詣、買い物体験、他 

③行事 
４月（カラオケ、お花見）５月（母の日）７月（七夕会）８月（交流会）９月（お月

見）１０月（ハロウィンパレード）１１月（焼き芋会）１２月（クリスマス会）１月

（初詣、伝承遊び）２月（豆まき会）３月（思い出上映会） 
④くるみだより、写真集の作成・配付 
くるみだよりでは翌月の活動予定等を掲載し、写真集では利用者一人ひとりの活動

の様子を掲載し、利用者並びにに家族に配付 
【開所日数】２３９日 
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【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ４５ ４４ ４１ ４４ ４２ ４４ 

延人数 ２００ ２２１ １９６ ２２５ １７１ ２０２ 

３０ 

年度 

実人数 ４８ ４８ ４９ ５１ ４９ ４８ 

延人数 １８１ ２５６ ２５６ ２５５ ２３５ ２１７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

令和元

年度 

実人数 ４１ ４０ ４１ ４１ ４０ ３９ ５５ 

延人数 ２１０ １９５ １９１ １９７ １９３ ２１２ ２,５３９ 

３０ 

年度 

実人数 ４９ ５０ ５１ ４９ ４８ ４７ ５２ 

延人数 ２６８ ２５４ ２２３ ２３１ ２２７ ２２７ ２,８８０ 

【スタッフ数】管理者 1人・児童発達支援管理責任者１人・児童指導員２人・指導員１人 

保育士２人・看護師１人 

２．障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

（１）生活介護わのみ（生活介護） 

【実施状況】 
生活介護の日常は、毎日の生活日課と余暇時間を調整しながら個別支援計画に基

づいた自立課題や体力づくり、機能維持向上、技術の習得などを目的とした活動や取

り組みを中心にしています。また、週間の計画によって、地域での清掃活動やボラン

ティア活動に出向いたり、手作業を行って生産的作業への関心と技術を養うなどの

活動も随時行っています。今年度は新たに、鯉やナマズ池での餌やりを定期の活動と

して取り入れたことで、身近な生き物に興味を持ってもらえることを期待していま

す。 
ほかにも、町内施設を活用したプール活動やコミュニケーションの場としての茶

話会、クッキング活動などに取り組んできました。また、月に１～2 回、時節に合わ
せた行事を実施し、社会体験や外での食事体験などの機会を積極的に行い、利用する

人がより充実した生活を送ることが出来るよう努めています。 
健康・医療面としては、年１回の集団健康診断の実施や嘱託医である高田医師との

相談の機会があり、法人内に在籍する看護師とも連携を取って、利用者一人ひとりの

状態をきめ細かく把握することが出来るように配慮してきました。また、昨年度に引

き続き専門職（作業療法士・言語聴覚士）の指導日を月に２回以上実施し、栄養士・

調理師とも連携して摂食時の個別リハビリを継続しています。 
【主な行事】 
４月 お花見外出（加瀬沼・鹽竈神社ほか）  １０月 秋季ミニ体育祭、仮装撮影会 
５月 野外調理体験、社会体験、健康診断実施 １１月 焼き芋・串焼き体験 
６月 日帰り旅行、わのみ喫茶        １２月 お楽しみ忘年会 
７月 七夕浴衣撮影会、自然体験        １月 初詣週間 
８月 海に行こう外出、スイカ割り       ２月 豆まき会、雪まつり 
９月 日帰り旅行、利用者自治会        ３月 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で行事中止 

【開所日数】２５１日 
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【利用人数】１８人 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

令和元

年度 

実人数 １８ １８ １８ １７ １７ １７ 

延人数 ３１０ ３１７ ３０６ ３３６ ２７８ ３１１ 

３０年

度 

実人数 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

延人数 ３３５ ３３４ ３５１ ３６８ ３１２ ３１７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

令和元

年度 

実人数 １８ １８ １８ １８ １８ １８ １８ 

延人数 ３７０ ３４９ ３３４ ３２２ ３２３ ３４９ ３,９０５ 

３０年

度 

実人数 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

延人数 ３５８ ３２１ ３１５ ３０１ ３１０ ３２６ ３,９４８ 

【スタッフ数】管理者 1人・サビ管１人・生活支援員９人・看護師１人・嘱託医１人 

（２）生活介護わのみショートステイ（短期入所事業） 

【実施状況】 
家族から離れて宿泊する、自分で出来ることは自分ですることなどにより、将来の自立 

につながる訓練的な要素を目的として、学校や通所系事業所等へ送迎しての１泊２日程度

を定期的に利用していただき、ほぼ毎日、定員に近い利用状況となっています。 

【主な行事】 
６月：ボウリング ７月：バーベキュー ９月：カラオケ １０月：ボウリング 

１１月：芋煮、焼き芋 １２月：光のページェント外出 
【実施日数】３４９日実施 
【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

令和元

年度 

実人数 １９０ １７４ １７５ １９５ １８２ １８１ 

延人数 ５９６ ５３７ ６０４ ６３４ ５６１ ６２０ 

３０度 実人数 

延人数 

１８０ １６６ １８３ １８４ １８９ １７９ 

５９５ ５７６ ６２５ ６３１ ５５４ ６０４ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

令和元

年度 

実人数 １７８ １８８ １７７ １６７ １７４ １６８ ２０３ 

延人数 ５６９ ６１１ ５６０ ５７１ ５７９ ５８０ ７０２５ 

３０年

度 

実人数 １９０ １９３ １８４ １６９ １６８ １９６ ２１１ 

延人数 ６３７ ６１０ ５７８ ５６７ ５８８ ６２０ ７,１８５ 

【スタッフ数】生活支援員１４人（他事業所兼務） 

（３）居宅介護・行動援護 

【実施状況】 

居宅介護では、単身生活や肢体不自由障害児・者に対して介護計画に基づき定期的

な入浴介助や通院介助を実施し、家族の介護労働軽減に貢献してきました。 
行動援護では、介護福祉士等がマンツーマン対応で、障がい児・者に対して主に社

会参加のための移動支援サービスやプール付き添い等を提供。本人の生きがいと生活
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意欲の向上や社会体験による自立心の向上を図ってきました。３月には、行動援護利

用者数名のグループで企画外出を実施、利用者や保護者からも好評でした。 

【実施日数】２８７日開所 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

令和元

年度 

実人数 １１ ９ １３ １３ １２ １４ 

延人数 ２８ １９ ２８ ２５ ３０ ２７ 

３０年

度 

実人数 １３ １２ ９ １１ １３ ９ 

延人数 ４６ １７ ２２ ２３ ２２ ２１ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

令和元

年度 

実人数 １１ １２ １３ １３ １３ １２ １６ 

延人数 ２０ ２３ ２４ ２７ ２７ ２９ ２９９ 

３０年

度 

実人数 １２ １１ １０ ８ １０ １０ １３ 

延人数 ２４ １９ １７ １３ ２１ ２３ ２６８ 

【スタッフ数】他事業と兼務 

（４）市町村事業 

日中一時支援事業・移動支援事業 

【実施状況】日中一時事業 ９月 １件  移動支援事業１０月 １件 

３．付随事業 

（１）職員の研修等に関すること 

実施日 名 称 場所 人数 
4 月 18 日 利府町保育士研修会「救急救命」 利府町役場２階 5 

5 月 14 日 接触について あかいしの森 1 

5 月 19 日 ＯＪＴ指導者研修 東京エレクトロンホール 2 

5 月 26 日 自分らしい成人期を迎えるために 若林障害者福祉センター 1 

6 月 13 日 障害者年金セミナー ひゅーまにあ広瀬川 1 

6 月 24 日 遊びの拡がりと言語発達 あかいしの森 1 

6 月 25 日 福祉ＱＣ管理・監督者・リーダー研修 宮城県啓佑学園 2 

7 月 9 日 障害福祉施設等送迎担当者向け安全運転研修 エル・ソーラ仙台 AER28 階 1 

7 月 15 日 にこにこ勉強会「自 決定支援と意思決定支援」 富谷中央公民館 1 

7 月 30 日 ワンダーサマースクール 電力ホール 2 

8 月 4 日 子どもの芽をみつけ、みとめ、育てよう 東北文化学園大学 1 

8 月 13 日 マイらいふ・マイぷらん～子どもを育てるということは～ 県庁 2階 1 

8 月 28 日～ 強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践研修） 地域拠点センター 1 

9 月 11 日 アサーティブ研修 フォレスト仙台 2 

9 月 26 日 職場のモチベーションアップ研修 フォレスト仙台 １ 

10 月 1 日・2日 新任職員研修 パレス宮城野 1 

10 月 4 日 子どもの様々な個性を大切に～ イオンシネマ石  2 

10 月 5 日 医療的ケア時等コーディネーター養成研修フォローアップ研修 県庁 2階 1 

1 0 月 9
日  

コミュニケーション技術・対人援助技術研修 宮城県管工事会館 9階 2 

1 0 月 2 8
日  

クレーム対応能力向上研修 仙台 AER５階 1 

1 1 月 1 8
日  

安全運転研修 東日本自動車学校 1 

1 1 月 3 0
日  

NPO と寄付を考える みやぎ NPO プラザ 2 

1 2 月 3
日  

障害児・者の口腔ケア支援者研修 支援施設あさいな 2 

1 2 月 1 6
日  

サービス管理責任者研修等更新研修 県庁 2階 1 

12 月 20 日 障害者支援のあり方を考えるシンポジウム まなウェルみやぎ 2 

12 月 20 日 「将来への備え」セミナー 日立システムズホール仙台 2 

2 月 18 日 ロジカルシンキング研修 宮城県管工事会館 2 

2 月 19 日～ 職場研修担当者研修会 全国社会福祉協議会 中央福祉学院 1 
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（２）職員会議に関すること 

① 全体職員会議 

実施日 内容 人数 
5 月 21 日 問題解決に向けた意見交換、年度計画、係分担について 13 

10 月 7 日 研修落とし込み、各部署より伝達事項、他 16 

2 月 25 日 現状と次年度に向けた取り組みについて、年度反省 15 

②放課後等デイサービスくるみクラブ支援会議 
実施日 内容 人数

4月 10 日 ５月の活動、活動内容・支援方法変更について、利用者情報共有 ７ 

5 月 13 日 ６月の活動、各種加算について、専門職の活動参加について ６ 

6 月 12 日 ７月の活動、現金を使用する活動について、係からの報告 ８ 

7 月 10 日 ８月の活動、保護者面談、利用者状況報告 ６ 

8 月 7 日 ９月の活動、保護者面談、利用者状況報告 ７ 

9 月 11 日 １０月の活動、利用者状況報告、他 ５ 

10 月 9 日 １１月の活動、園内研修伝達 ５ 

12 月 11 日 １月の活動、利用者情報共有、下半期活動 ６ 

1 月 15 日 ２月の活動、利用者情報共有、次年度に向けて ７ 

2 月 12 日 ３月の活動、新年度の取り組み、職員プログラム、個別支援計画のまとめ、卒業時の受け入れ ７ 

③生活介護わのみ支援会議 
実施日 内容 人数

4月 26 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、５月の行事 10 

5 月 23 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、６月の行事 12 

7 月 23 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、８月の行事、園内伝達研修 11 

8 月 26 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、９月の行事 10 

9 月 19 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、１０月の行事 10 

1 0 月 2 4
日  

個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、１１月の行事、環境整備 12 

1 1 月 2 6
日  

個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、１２月の行事、年末年始の業務 10 

1 2 月 2 5
日  

個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、１月の行事、感染症、園内伝達研修 9 

2 月 26 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、３月の行事、食器破損防止、修繕 11 

3 月 12 日 個別支援の進捗、専門職指導内容の共有、４月の行事、園内伝達研修、備品 11 

④短期入所支援会議 
実施日 内容 人数 
6 月 13 日 利用者情報の共有、緊急対応について 9 

10 月 10 日 利用者情報の共有、各園より報告 12 

⑤居宅会議 
実施日 内容 人数 

4 月 4 日 居宅サービスの運営について、利用者情報の共有、周知事項の再徹底 12 

⑥給食会議 
実施日 内容 人数 

5 月 21 日 献立、反省、食形態・食具の確認、検便について 5 

8 月 20 日 事故報告、ヒヤリハットについて、納豆の取り扱い、新メニュー、検便結果 5 

11 月 19 日 勤務シフト変更について、ノロウイルス対策、大掃除、検便について 5 

2 月 18 日 新メニュー、検便結果、課題解決につけた取り組み 5 

（３）見学と実習の受け入れ、調査協力、地域貢献等に関すること 

実施日 受入内容等 依頼者 

1 0 月 9
日 . 1 0 日  

地域看護学部実習３名受け入れ 宮城大学 

1 1 月 1 1 日～
1 5 日  

利府町キャリアシップ２名受け入れ 利府町教育委員会 
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（４）防災に関すること 

実施日 内容・参加者 
4 月 24 日 【避難訓練】２階事務所コンセントより出火、参加者２１人 
6 月 14 日 【通報・消化・避難訓練】総合防災訓練、参加者２６人 
8 月 28 日 【通信訓練】１階台所より出火、参加者１７名 
11 月 14 日 【通報・避難・消火訓練】１階わのみ活動室より出火、参加者４０人 
12 月 17 日 【避難訓練】２階事務室より出火、参加者１７名 
2 月 20 日 【避難訓練】１階パーテーション内より出火、参加者１７名 

（５）広報に関すること 
くるみ便り・わのみ便りを月１回、さわおと通信を年４回、それぞれ発行・配付し、活

動状況の報告と次月の予定・計画等を家族へ伝達する。 

（６）地域交流に関すること 
第３回さわおとの未来（ひかり）イルミネーションの実施 
【実施期間】 
令和元年１２月３０日～令和２年１月１０日 １６～２０時 

【内容】 
今年度は、イルミネーションの代わりに機械を使い大量のシャボン玉を作り、事務

所２階から園庭に向け放出、下方からカラーの照明を反射させることで、キラキラと

した幻想的な光を演出した。降園する子どもたちや、短期入所利用児・者に少し遅め

のクリスマスの雰囲気を味わっていただいた。 

（７）台風１９号による被災 
台風１９号の豪雨により、１０月１３日未明に裏山の一部の表層部分が崩れました。建

物にはほぼ被害がなかったのですが、念のためにショートステイ利用者４名を利府こども

発達センターへ避難させました。 
その件を利府町と宮城県へ報告するとともに、２か月間くるみクラブを利府町の児童館 

に使用していた建物を借用して活動していたのと、ほかの事業は危険の少ない別棟で事業

を行っておりました。その間、裏山の補修として樹木等をすべて伐採してブルーシートを

かぶせたのと、万一再度崩れてもよいように１トン土嚢を２列に積み対策を行い、１月か

ら通常の使用に戻しました。 
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Ⅲ. 塩竈市ひまわり園 
１．児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

（1）児童発達支援事業ひまわりキッズ（児童発達支援事業） 

【実施状況】 

発達に障がいや何らかの発達の遅れがある未就学児の親子通園を実施。個別支援計画に 

基づき、個別もしくは小集団での各種療育支援を行うことにより、ご家族への療育アドバ

イスやより良い成長を促しての子育てを提供することが出来ました。 

令和元年度は未就学児２歳から６歳まで親子で通園し、新たに４名の新規ご利用があり

１５名の契約児数でした。今年度も看護師配置により医療行為を必要とするご利用者様の

単独での受け入れを増やし、健康チェック等、安心して療育する事ができました。 

また保護者様のご希望や発達に合わせ、完全母子分離での療育を行うことにより育児負

担の軽減や４組の親子の送迎を実施いたしました。令和２年３月に４名の未就学児を小学

校と３名幼稚園に送り出しました。 

【主な行事】 ４月：はじまりの会 

５月：春の遠足(万葉クリエイトパーク) ・交流保育（藤倉保育所） 

６月：親子で遊ぼう会・交流保育（藤倉保育所）・お誕生会 

７月：星まつり（藤倉保育所と合同）・お誕生会 

８月：プール・水あそび・交流保育（藤倉保育所） 

９月：親子秋の遠足（感性の森） 

１０月：親子で遊ぼう会・交流保育 

１１月：七五三参り(塩竈神社)・交流保育（藤倉保育所）・歯科検診 

１２月：クリスマス会・交流保育（藤倉保育所）・誕生会 

１月：新年のあいさつの会・誕生会 

２月：交流保育（藤倉保育所）・豆まき会 

３月：お雛祭り会・お別れ遠足・卒園式 

【実施日数】２４１日 （月曜日～金曜日９：００～１３：００） 

【利用人数】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １２ １２ １２ １２ １２ １２ 

延人数 １７２ １７６ １６５ １８１ １４９ １６５ 

３０

年度 

実人数 １１ １２ １２ １４ １４ １２ 

延人数 １３５ １４０ １５６ １３８ １２７ １４３ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ 

延人数 １８４ １７９ １５９ １６５ １４４ １６２ ２，００１ 

３０

年度 

実人数 １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ 

延人数 １６７ １５４ １４９ １４４ １４１ １６２ １,６２５ 

【スタッフ数】管理者１人・児童発達支援管理責任者１人・保育士２人・児童指導員２人 

看護師１人 ※ひまわりクラブと兼務 

【そ の 他】臨床発達心理士・作業療法士・言語聴覚士・動作法の専門職の協力３６回実施 
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（２）放課後等デイサービスひまわりクラブ（放課後等デイサービス） 

【実施状況】 

学童障がい児を対象に個別支援計画を作成し、放課後や長期休み等に、小集団活動や個 

別での各種療育活動・社会体験などを行うことにより、より良い成長・社会性の向上を図

ることを目指してきました。併せて、ご家族への支援も心がけてきました。 

令和元年度は４月に１名の新規契約者がいて、４１名の学童児にご利用していただきま

した。利用児のご家族と個別面談を実施し、ご希望に沿ったサービス内容で、安心してご

利用していただける体制が充実してきました。 

小学校１年から高校３年まで４１名の学童児は、学校も１１校と賑やかな毎日を送って

きました。各学校の終業時間の違いをはじめ、利用児同士の関係調整への特別な配慮の必

要性など、今後も継続して取り組んでいきます。 

令和２年３月に高等部３年生４名が卒業しました。 

【主な活動】  ４月：お花見  ５月：こいのぼり制作 ６月：公園活動・避難訓練 

７月：石ノ森漫画館見学 ８月：スイカ割・水遊び・４園交流会

９月：公園活動・社会体験 １０月：買物体験・クッキング

１１月：避難訓練・シアター鑑賞会

１２月：親子見学会（ケーキ作り） １月：初詣体験・モッフル作り

２月：節分・バレンタインデー（チョコフォンデュ） 

３月：ひな祭り制作・ホワイトデー クッキング

【実施日数】平日２９６日実施 １３：００～１７：００ 

土曜日４８日実施   ９：００～１３：００ 

【利用人数】 

元 

年度 

３０

年度 

元 

年度 

３０

年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

実人数 ３４ ３７ ３６ ３７ ３７ ３５ 

延人数 １３１ １２７ １２９ １４２ １１７ １２４ 

実人数 ３４ ３７ ３６ ３７ ３７ ３５ 

延人数 １３１ １２７ １２９ １４２ １３９ １２４ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

実人数 ３３ ３３ ３３ ３２ ３４ ３１ ３７ 

延人数 １１７ １１２ １１５ １１２ １１７ １０７ １，３７７ 

実人数 ３５ ３５ ３７ ３７ ３７ ３７ ３７ 

延人数 １３８ １２５ １２９ １３４ １２９ １２２ １，５４７ 

【スタッフ数】管理者１人・児発管１人・保育士２人・児童指導員２人・看護師１人 

２．健常児童に対しての各種福祉サービス事業 

（１）兄弟児支援事業 

【実施状況】 

ひまわりキッズ利用児の兄弟を対象に、同じ時間帯にて一時保育を行うことで安心して

過ごせる場の提供と、ご家族の子育て支援をも提供することを目的としてきました。兄弟

が一緒に通園することで保護者も安心して通うことが出来、お互いに遊びが広がったり、

良い刺激となったようです。 
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【利用人数】 

元 

年度 

３０

年度 

元 

年度 

３０

年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

実人数 ３ ４ ２ ３ ３ ３ 

延人数 ２６ ２５ ２１ １４ ６ ６ 

実人数 ２ ２ ２ ２ １ ２ 

延人数 ７ １１ １４ ７ ５ ８ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

実人数 ４ ４ ４ ２ ２ ０ ４ 

延人数 １２ ７ ８ ６ ６ ０ １３７ 

実人数 ９ ６ ７ ２ ０ １ ９ 

延人数 ９ ６ ７ ５ ０ ２ ８１ 

【スタッフ数】赤ちゃんボランティア不在のため職員で対応 

３．その他目的を達成するために必要な事業 
（１）塩竈市障害児・者発達相談支援事業「ひまわり相談室」 

【実施状況】 

平成２１年度より塩竈市からの委託事業として、専門職（臨床発達心理士・作業療法士）

による塩竈市の在宅障害児・者の各種相談を無料で実施 

【実施・訪問場所】 

ひまわり園、保健センター、利府支援学校、あゆみ保育園、あすなろ、利府保健センタ 

ー・玉川保育園・つなぐ利府・月見小・利府支援学校塩竈校 

【実施日数】２４日実施（２日／月） 

【利用実数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元年度 相談実数 ６ １１ ４ ４ ８ ４ 

３０年度 相談実数 ６ １０ ６ ５ ４ ５ 

１０月 １１ 月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元年度 相談実数 ３ ８ ５ ７ ４ ７ ７１ 

３０年度 相談実数 ８ ８ ６ ９ ６ ６ ７９ 

【スタッフ】臨床発達心理士・作業療法士の専門職２人 

４．付随事業 

（１）塩竈市ひまわり園運営委員会に関すること 

【実施日・場所】 

日  時：令和２年２月２７日(木)１３：３０～１５：００ 

場  所：塩竈市壱番館庁舎 産業部会議室 

保護者２人・教育委員会学校教育課１人・民生児童委員１人・保健師１人・障がい者支

援係１人・藤倉保育所々長１人・当法人理事長・副理事長・ひまわり園々長 

【内 容】 

ひまわり園の運営状況の検証と今後のより良い運営について、関係者・団体と協議を

行い、今後の指定管理者制度の課題等について話し合われました。 
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（２）研修に関すること（法人全体人材育成研修以外） 

実施日 名称 場所 人数 

10 月 4 日 療育支援会議 県立こども病院 １ 

（３）職員会議に関すること 

実施日 内 容 人数 

4 月 19 日 ４月の職員体制について 7 

5 月 17 日 5 月の行事について・看護師から 7 

6 月 14 日 星まつり・「親子で遊ぼう会」について 7 

7 月 19 日 夏休みの受け入れ・行事の確認 7 

8 月 23 日 夏休みの反省・9月の行事について・個別支援計画の進捗状況について 7

9 月 21 日 保護者参観について・個別支援計画の進捗状況について 7 

1 0 月 2 4
日  

個別面談の状況について・11 月の行事について 7 

1 1 月 2 0
日  

学童保護者参観について・12 月の行事について 7 

1 2 月 1 9
日  

冬休みの受け入れについて・クリスマス会について 7 

1 月 22 日 冬休みの反省・実地指導の報告 ６ 

2 月 16 日 3 月の行事について・個別面談の進捗状況について ６ 

3 月３１日 新年度の確認・受け入れについて ６ 

（４）見学と実習の受け入れ、調査協力、地域貢献等に関すること 

受入日 受入内容 受入先 

7 月・8月 「中・高校生の夏休み保育学習」・三幸学園の実習生受け入れ 中・高・専門学校女子５人 

（５）防災に関すること 

【実施状況】 

毎月１回、藤倉保育所の計画の元に、合同で避難訓練を実施。 

６月と１１月の避難訓練は、総合避難訓練として行い、塩釜消防署より消防車が来て頂き、

消防署職員の講話を藤倉保育所ホールにて聞いた。 

（６）広報に関すること 

【実施状況】 

◎ 児童発達支援事業 「ひまわり園だより」・｢ほけんだより｣を毎月発行。 

◎ 放課後等デイサービス 「ひまわり園だより」を毎月発行。 
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Ⅳ．こども発達センターあかいしの森 

１．児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

（１）児童発達支援「むーとん」（児童発達支援センター） 

【実施状況】 

未就学で発達に遅れのある児童とそのご家族を対象に、家族通園、単独通園の集団生活 

の中で社会性を養い、子ども達の持っている力を引き出すために、発達に見合った環境を

準備並びに、個別支援計画を作成し、一人ひとりに合った療育を行ってきました。 

令和元年度は３６名でスタートし、最終的には４８名の在籍になりました。今年度は母

子通園の難しさを痛感した１年でしたが、その反面母子通園の大切さを理解して下さって

いる保護者の方々に励まされた１年でもありました。幼稚園と保育所との並行利用児が多

く、幼稚園での行事があるとそちらが優先されていた為、今年度は、あかいしの森利用日

は定期で利用して頂きたい、または代替え日を設けて頂きたい旨をお願いしたり、母に用

事がある時は単独でお預かりするなどの努力をしてきましたが、なかなか実績につながら

なかったのが現実でした。また、運転免許や車のない方の利用が増え、送迎対応にも苦労

をした年でもありました。３月には１０名の卒園児を送り出しています。 

【実施行事】 

４月：はじまりの会・お花見会  ５月：春の遠足・個別面談・摂食勉強会・給食試食会・

奉仕活動  ６月：言葉の勉強会・奉仕活動・家族参観・プール開き  ７月：奉仕活動・

川遊び ９月：秋の遠足・奉仕活動・内科健診 １０月：ミニ運動会・あかいしまつり・

個別面談・ポニー体験  １１月：七五三参り  １２月：クリスマス会  １月：家族

参観＆父親勉強会  ２月：節分・歯科健診 ３月：卒園式 お別れお楽しみ会・まとめ

の面談・内科健診 毎月：お誕生会 ママミーティング（１ケ月１クラスのみ） 

【実施日数】 ２３９日 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ３５ ３８ ３８ ３８ ３９ ４０ 

延人数 ２９６ ３４２ ３４８ ３８９ ３２２ ３０７ 

３０

年度 

実人数 ４１ ４０ ４１ ４０ ４２ ４３ 

延人数 ３６１ ３８７ ３７７ ３７５ ３８３ ３２６ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ４２ ４５ ４８ ４５ ４４ ４４ ４８ 

延人数 ４０３ ３５６ ３７９ ３３１ ３３１ ３１９ ４,１８２ 

３０

年度 

実人数 ４２ ４５ ４７ ５０ ５３ ５２ ５３ 

延人数 ４０７ ３７９ ４１３ ３８８ ４１９ ４８２ ４,６９７ 

【スタッフ数】管理者１人・児発管１人・保育士９人・児童指導員２人・看護師１人 

【その他】  臨床発達心理士 8 回、作業療法士 76 回、言語聴覚士 73 回の支援 
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（２）放課後等デイサービス「ぴーす」（放課後等デイサービス） 

【実施状況】 

学童障がい児を対象に、子どもが地域で豊かに暮らしいくためにはどのような力が必要 

なのかを考え、個別支援計画を作成し放課後や長期休み等に小集団や個別での各種療育活

動や社会体験を行うことにより、より良い成長や社会性の向上を促すことを目指しました 

令和元年度は、むーとん卒園児９名を新規受け入れし、６６名でスタートしました。次

年度からのむーとん卒園児新規受け入れは厳しい状況にあります。 

活動については、園での買い物ごっこから買い物体験に繋いだり、交通ルールを身に付 

けさせたいと願う保護者の希望に応えて、園の中で交通安全教室を行ったり、色々な衣装

に身を包み可愛いくコスプレした姿で写真を撮る＜あかいしの森写真館＞など、新しい取

り組みも行ってきました。＜あかいしの森写真館＞は、子ども達に大人気でした。、又、お

やつの取り組みでは、皆同じものを提供するのではなく、苦手なおやつにもチャレンジす

る機会を残しながらも、数種類の中から自分で食べたいものを選ぶ選択方式を行うなど、

工夫を凝らした取り組みも行ってきました。年間、平均１０名以上の実績を上げてきまし

た。 

【実施行事】４月：お花見・サーキット遊び・あかいしの森写真館・カレンダー作成 

５月：クッキング・音楽遊び・フラワーアレンジメント・お店屋さんごっこ 

６月：買い物体験・クッキング・スライム遊び・サーキット遊び 

７月：保護者参観週間・スイカ割り・流しそうめん・買い物体験 

８月：社会見学外出活動・四園合同夏祭り・カラオケ。製作活動 

９月：お店屋さんごっこ・買い物体験・交通安全サーキット・新聞紙遊び 

１０月：散歩・ハロウィンクッキング・あかいしまつり導入活動・音楽遊び 

１１月：サーキット遊び・クッキング・買い物体験・ダンス遊び 

１２月：クリスマス製作・クリスマス会・保護者参観週間・カラオケ 

１月：初詣・書初め・交通安全サーキット遊び・室内ゲーム 

２月：恵方 ッキング・バレンタインパーティー・製作・お店屋さんごっこ 

３月：買い物体験・アロマ・あかいしの森写真館・お出かけ 

【実施日数】２４０日 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ６６ ６３ ６３ ６６ ６６ ６４ 

延人数 ２１９ ２１９ ２１９ ２４５ １９３ ２１５ 

３０

年度 

実人数 ６１ ６０ ５７ ６１ ６１ ５９ 

延人数 ２１５ ２２５ ２２８ ２１２ ２０６ １９７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ６４ ６４ ６５ ６６ ６４ ６０ ６６ 

延人数 ２５６ ２３０ ２１８ ２１５ ２１５ １９６ ２,６４０ 

３０

年度 

実人数 ６０ ６０ ６０ ６０ ５９ ６０ ６１ 

延人数 ２１８ ２３５ ２０３ ２０６ ２０７ ２０９ ２,５１６ 

【スタッフ数】管理者１人・児童発達支援管理責任者１人・保育士３人・児童指導員２人 
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【その他】保護者からの要望に応じ、作業療法士３５回・言語聴覚士１２回の専門職の支援

を実施し、対応してきました。 

（３）保育所等訪問支援「ほーぷ」（保育所等訪問支援） 

【実施状況】 

支援学校や支援学級、保育園（所）や幼稚園を利用している障がい児並びに発達障がい 

の子ども達が、生活習慣の自立や集団生活の適応のための専門的な支援を必要とする場合

に、保育士や専門の職員が施設を訪問し、利用児並びに施設職員に指導アドバイスを行っ

てきました。 

今年度は、全て学童児の利用で、地域の小中学校の支援級からの依頼が５件で、それ以

外は全て支援学校や富谷校への訪問になっています。ＯＴやＳＴが定期的に訪問し継続し

た支援ができている事で大きな成果を上げています。また、まだまだ地域の支援級の先生

の理解が薄く、保護者が求めても、担任が「必要ない」と訪問を拒否され、訪問に至るま

で時間を要し苦労したケースもありました。、 

【実施日数】４０日 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ０ ６ ５ ７ ３ ４ 

延人数 ０ ６ ５ ７ ３ ４ 

３０

年度 

実人数 １ ３ ５ ９ ０ ７ 

延人数 １ ３ ６ ９ ０ ７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ５ ２ ３ ３ ２ ０ ７ 

延人数 ５ ２ ３ ３ ２ ０ ４０ 

３０

年度 

実人数 ５ ６ ８ ８ ６ ０ ２０ 

延人数 ５ ６ ８ ８ ６ ０ ５９ 

【スタッフ数】臨床発達心理士１名・作業療法士１名・言語聴覚士１名・保育士３名 

（４）居宅訪問型児童発達支援「にじ」（指定障がい児通所支援事業） 

【実施状況】 

重度の障がいの状態、その他これに準ずる状態にあり外出することが著しく困難と認め

られた場合、専門職が自宅に訪問し、個別支援計画に基づいた療育を行います。 

Ｈ３０年１０月に居宅訪問型児童発達支援の事業所指定を受け、利府支援学校中学部３

年生の訪問学習を受けている男児と契約を結び療育を開始しました。 

２年目となる令和元年度は、自宅での高等部の入学式からスタートし、本児の体調を確

認しながら、月１回～２回のペースで作業療法士が訪問支援を行ってきました。 

居宅介護 訪問入浴サービス 訪問看護 訪問リハなどのスタッフ同士がチームを組み、

情報交換が密に行われ、皆で本児及びご家族を地域の中で守り、支えていこうという形が

整えられ、あかいしの森もその中の一員として頑張っております。 

【実施日数】１４日 
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【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １ １ １ ０ １ １ 

延人数 ３ １ １ ０ １ １ 

３０

年度 

実人数 

延人数 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 １ １ １ １ １ ０ １ 

延人数 ２ １ ２ １ １ ０ １４ 

３０

年度 

実人数 １ １ １ ０ １ １ １ 

延人数 １ ２ ２ ０ ２ ２ ９ 

【スタッフ数】作業療法士１名 言語聴覚士１名 看護師１名 保育士１名  

２．児童福祉法に基づく障害児相談支援事業、並びに障害者総合支援法に基づく特定
相談支援事業 

（１）こども相談支援つくしんぼ黒川（障害児相談支援事業・特定相談支援事業） 

【実施状況】 
作成対象者は当法人を利用している障害児・者とし、１２１人の計画を作成しました。 

進捗率は、他相談事業所との連携もあり、ほぼ１００％となっております。しかし、市町

村より児童発達支援等の新規利用希望は続いており、全ての方への計画作成をつくしんぼ

とつくしんぼ黒川で受ける事は困難となっております。そのため、富谷市・黒川相談支援

NW や宮城東部相談支援部会を通し、他相談事業所と連携、調整を行っております。 
また、１８歳となり障害児相談支援事業（障害児）から特定相談支援事業（障害者）

へと変更になる方に対し、特定相談支援事業を主としている相談支援事業所へケース

の引継ぎを行い，その分，新たな児童の計画相談を行っております。 
【実施日数】２３６日実施 
【利用人数】                    ※利用計画とモニタリングも含む 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １９ ４４ ８ ９ １２ １２ 

延人数 １９ ４４ ８ ９ １２ １２ 

３０

年度 

実人数 １６ ３０ １３ １５ ７ １６ 

延人数 １６ ３０ １３ １５ ７ １６ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 １１ ３２ １３ １５ １５ １６ ２０６ 

延人数 １１ ３２ １３ １５ １５ １６ ２０６ 

３０

年度 

実人数 １２ １８ ２３ １２ ８ １９ １１５ 

延人数 １２ １８ ２３ １２ ８ １９ １８９ 

【スタッフ数】つくしんぼ黒川 相談支援専門員 ２人 



- 20-

３．健常児に対しての各種福祉サービス事業 

（１）兄弟児支援事業 

【支援内容】 

むーとん利用児の兄弟等を対象に、日中の一時保育を行うことで、保護者と利用児との 

活動がスムーズに安心して行える環境の場と、障がい児との交流による情操教育を目的に

実施してきました。 

今年度も、ぴーす利用の保護者の方にボランティアとしてご協力を頂き、調整がつかな

い時は元職員の助けも頂きながら、別室での兄弟児対応を行ってきました。 

長期休み中は、１クラスができる程膨れましたが、兄弟児同士で仲良く遊んだり、学年 

が上がり小さい子のお世話をしてくれる子ども達もおり、兄弟の育ちを感じた１年でした。 

数名の兄弟児から、「将来保育士になりたい」という話もあり、嬉しく感じました。 

利用児と保護者が 1 対 1 で向き合える時間の確保ができ、安心して療育に向きあって頂

くことができました。 

【実施日数】１６３日 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ９ ７ ８ １５ １５ ７ 

延人数 ４１ ３８ ４７ ７０ ６８ ４６ 

３０

年度 

実人数 １２ ４ ７ １０ １０ ２ 

延人数 ４９ １８ １６ ３９ ５８ ５ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ４ ５ ８ ８ ４ ８ ８ 

延人数 ３２ ２５ ３９ ３０ ２５ ３７ ４９８ 

３０

年度 

実人数 ４ ４ １１ １１ ５ １６ ８ 

延人数 １１ ２２ ５４ ３３ ２５ ７６ ４０６ 

【スタッフ数】児童発達支援職員及赤ちゃんボランティア（登録６名）  

３．付随事業 

（１）職員研修に関すること（法人全体人材育成研修以外）    【つ黒】：つくしんぼ黒川 

実施日 名   称 場所 人数 

4 月 20.21 日 こども病院リハビリテーション・発達支援部研修会 宮城県立こども病院 1 

4 月 23 日 発達の動き連続学習会 せんだい演劇工房 10BOX 1 

4 月 25 日 わらべうた＆シェルハブ・メソッドの会「からだをさわる」 佐々木邸 1 

4 月 27 日 発達障害に対する訪問リハと地域での関わりを学ぶ 東北福祉大仙台東口キャンパス 1

5 月 18 日 摂食嚥下サポートセミナー ホワイトキューブ 1 

5 月 28 日 発達の動き連続学習会 1.2「寝返り」 せんだい演劇工房 10BOX 1 

7 月 9 日 発達の動き連続学習会 1.4「ずりばい」 せんだい演劇工房 10BOX 1 

7 月 6 日 臨床精神科作業療法研究会定例会 シルバーセンター 1 

7 月 6 日 【つ黒】全障研記念講演「見方が変われば願いが見える」 東京エレクトロンホール宮城  1 

7 月 15 日 【つ黒】「計画相談の充実に向けて」～計画相談支援の上手な加算の取り方 富谷中央公民館 1 
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7 月 26 日 感覚統合の会 東北福祉大仙台東口キャンパス 1 

7 月 27 日 第 8回 発達領域研究会 山形県立保健医療大学 1 

7 月 30 日 ワンダーサマースクール 仙台電力ホール 1 

8 月 2 日 〇カフェ 宮城県障害者福祉センター 1 

8 月 3 日 第２回 摂食嚥下サポートセミナー 白石市中央公民館 2 

8 月 4 日 ひろば「子どものの芽をみつけ、みとめ、育てよう」 東北文化学園大学 3 

8 月 10 日 特別支援教育に携わる作業療法士の実践 東北文化学園大学 1 

8 月 8 日 ICT  AT 勉強会 仙台市市民活動サポートセミナー 1 

8 月 17 日 発達性読み書き障害のすべて 東北大学 1 

8 月 18 日 病気や障害を抱えるこどもたちのワークショップ AER6F セミナールーム 1 

8 月 19 日 発達障害者支援セミナー 宮城県庁 1 

8 月 24 日 宮城県地域リハビリテーション研修会 仙台市障害者総合支援センター 1 

8 月 27 日 気になる子への療育 大崎保健所 1 

8 月 28 日～30 【つ黒】宮城県強度行動障害支援者養成研修基礎研修・実践研修 地域拠点センター 

8 月 30 日 Fovest7 黒川病院 1 

8 月 31 日 みやぎ言語発達研究会 宮城県障害者福祉センター 2 

9 月 12 日 発達の動き連続学習会 1.6「歩く」 せんだい演劇工房 10BOX 1 

1 0 月 5 日  【つ黒】医療的ケア児等コーディネーターフォローアップ研修  宮城県庁 1 

1 0 月 1 8
日  

ダンスの観かた講座 日立システムズホール仙台 1 

1 0 月 2 4
日  

「子育てに生かす家族のコミュニケーション」 仙台市役所錦町庁舎２階 １ 

1 1 月 1 日  感覚統合の会 仙台市民センター 1 

1 1 月 2 日  コミュカフェ 宮城県障害者福祉センター 1

1 1 月 7 日  ダンスの観かた講座 日立システムズホール仙台 １ 

11 月 9 日 レッジョエミリア視察報告会 向山こども園 cafe 2 

11 月 10 日 子どもに関わる多職種交流会 こぐえ歯科 1 

11 月 12 日 発達の動き連続学習会 2・0「身体の地図をつくる」 せんだい演劇工房 10BOX 2 

11 月 14 日 【つ黒】障害者就業・生活支援センター「わ～くセミナー」  まほろばホール 1 

11 月 15 日 ダンスの観かた講座 日立システムズホール仙台 1 

11 月 16 日 摂食嚥下サポートセミナー STAT 千木良クリニック 1 

11 月 23 日 臨床精神科作業療法研修会 せんだいホスピタル 1 

1 1 月 1 2
日  

虐待防止研修会 利府町役場 １ 

1 1 月 1 7
日  

ビジョントレーニング 体験会 多賀城市文化センター １ 

1 1 月 2 3
日  

【つ黒】かぞく DE トーク「みんなで考えよう！障害がある子どもの性と生」  宮城県七ツ森希望の家 1 

1 1 月 2 7
日  

自閉症の子供の対応について 利府支援学校 1 

1 2 月 6 日  まるカフェ 宮城県障害者福祉センター １ 

1 2 月 9 日  管内市町精神保健福祉従事者研修 塩釜保健所 1 

1 2 月 1 4
日  

Fovest7 仙台市民会館 1 

1 2 月 2 1
日  

こどものための心理的応急処置１日研修 仙台福祉プラザ 1 

1 月 7,17,27 日 【つ黒】宮城県障害者相談支援従事者現任研修 宮城県庁 1 

1 月 25 日 臨床精神科作業療法研修会 山形さくら町病院 1 
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1 月 26 日 発達が気になる子への読み書き指導 フォレスト仙台 1 

1 月 27 日 保育所等関係者研修会 富谷市成田公民館 1 

1 月 30 日 ペアレントプログラム研修 こじか園 1 

2 月 1、2 日 家族心理教育 茂庭壮 1 

2 月 9 日 発達が気になる子へのコミュニケーション指導 フォレスト仙台 1 

2 月 14 日 こどものための心理的応急処置アドバンスト研修 戦災復興記念館 1 

2 月 23 日 自閉症スペクトラムの二次障害研修 仙台市福祉プラザ 2 

2 月 27 日 乳幼児精神発達精密健康診査従事者研修会 宮城県自治会館 １ 

2 月 28 日 Fovest7 黒川病院 １ 

（２）会議に関すること 

① 全体職員会議

実施日 内       容 

4 月 1 日 新年度確認事項 職員係分担  他 

5 月 16 日 利用児の情報共有 人材育成研修について 他 

6 月 20 日 あかいしまつりについて  他 

7 月 19 日 夏休体制 職員研修について  他 

9 月 30 日 個別面談の進捗状況  芋煮会について  他 

1 0 月 2 1
日  

あかいしまつりについて 他 

1 1 月 2 6
日  

大掃除について  他 

1 2 月 2 0
日  

冬休みの支援体制 実地指導について   他 

1 月 30 日 実地指導報告 午後の児童発達について   他 

2 月 21 日 来年度の体制について  他 

② むーとん会議

実施日 内       容 

4 月 12 日 活動の確認 携帯電話の使用について 他 

5 月 9 日 実績記入 ママミーティングについて  他 

6 月 17 日 実習生受け入れ 夏休みの協力  プール遊びについて  他 

7 月 18 日 プール使用  川遊び  夏休みの体制  他 

8 月 28 日 プール使用 夏休みについて あかいしまつりについて 他   

9 月 12 日 あかいしまつりについて  面談・後期個別支援計画について  他 

1 0 月 1 7
日  

後期個別支援計画作成 面談日程 芋煮会 乗馬体験について  他 

1 1 月 1 8
日  

クリスマス会 新規利用児について  他 

1 2 月 5 日  クリスマス会の確認 家族勉強会について  他 

1 月 20 日 実地指導報告 新個別支援計画書 新年度体制について  他 

2 月 10 日 卒園式 来年度利用児の確認 午後の児童発達支援について  他 

3 月 16 日 午後の児童発達支援 来年度利用児の確認 他 
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③ ぴーす会議 

実施日 内      容 

4 月１７日 担当者引き継ぎ事項 職員の動き確認 利用者の情報共有  他 

5 月 1５日 振り返り、反省 個別支援計画 利用者の情報共有  他  

6 月１４日 次月の活動内容について 保護者面談について 利用児の情報共有 他 

7 月５日 次月の活動内容について 夏休みの体制について 利用児の情報共有 他 

９月３日 次月の活動内容について 夏休み体制の振り返り 利用児の情報共有 他 

９月１７日 次月の活動内容について 後期支援計画書 利用児の情報共有 他 

10 月８日 次月の活動内容について 利用児の情報共有 活動表について 他 

11 月１２日 次月の活動内容について 利用児の情報共有 朝の打ち合わせの確認 他 

12 月 1０日 次月の活動内容について 利用児の情報共有 冬休みの支援体制について 他 

1 月 1６日 次月の活動内容について 情報共有シートと個別支援計画書について 他 

2 月 1２日 次月の活動内容について 新個別支援計画書について 年間計画について他 

3 月１８日 次月の活動内容について 春休み支援体制 新年度の体制について 他 

④ 個別支援会議 

【実施状況】 

むーとん…各クラス毎に毎月行い、クラス運営や支援内容についての話し合いを行ってきた。 

ぴーす…活動の振り返りの中で、個々の対応を含め毎朝行ってきた。 

⑤ 給食委員会 
月の反省及び次月の献立の確認

【参加職員】菅原栄養士・委託業者（調理員等）・門脇・神山・佐藤（優）・佐藤（佳）・高橋 OT・
小高 ST（前半） 

実施日 内       容 

4 月 10 日 新規利用児 給食試食会について   他 

5月 8 日 摂食指導について  他 

6月 7 日 試食会・摂食指導の報告   他 

7月 9 日 食具購入 夏休み中の確認事項   他 

8月 8 日 嚥下サポートセミナーの報告   他 

9月 5 日 摂食指導報告反省について  他 

10月 10 日 新規利用時確認について    他 

11月 8 日 牛乳試食、勉強会についての確認  他 

12月 6 日 冬休み体制 ノロウイルス感染予防マニュアル確認について   他 

1 月 10 日 地産地消、ブルーベリージャムについて   他 

2月 7 日 食形態の確認について  他 

3月 7 日 年度末の反省     他 

⑥ その他会議（つくしんぼ黒川のみ） 

実施日 内 容 場所 人数 

4 月 10 日 富谷・黒川地域自立協 第 1回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 
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4 月 19 日 宮城・東部自立協第 1回相談部会 地域拠点センター 1 

5 月 15 日 富谷・黒川地域自立協 第 2回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

5 月 17 日 宮城・東部自立協 第 2回相談部会 地域拠点センター 1 

5 月 30 日 富谷・黒川地域自立協実務者会議 まほろばホール 2 

6 月 12 日 富谷・黒川地域自立協 第 3回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

6 月 17 日 宮城・東部自立協 地域づくりネットワーク会 松島町観光文化交流館 2 

6 月 21 日 宮城・東部自立協 第 3回相談部会 地域拠点センター 1 

7 月 10 日 富谷・黒川地域自立協 第 4回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

7 月 11 日 富谷・黒川地域自立協 放デイＮＷ会 富谷中央公民館 1 

7 月 19 日 宮城・東部自立協 第 4回相談部会 地域拠点センター 1 

8 月 16 日 富谷・黒川地域自立協 第 5回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

9 月 18 日 宮城・東部自立協 第 6回相談部会 地域拠点センター 1 

9 月 20 日 宮城・東部自立協 第 6回相談部会 地域拠点センター 1 

9 月 25 日 富谷・黒川地域自立協 放デイＮＷ会 あけの平公民館 1 

1 0 月 9
日  

富谷・黒川地域自立協 第 7回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

1 0 月
1 8 日  

宮城・東部自立協 第 7回相談部会 地域拠点センター 1 

1 1 月
1 3 日  

富谷・黒川地域自立協 第 8回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

1 1 月
1 5 日  

宮城・東部自立協 第 8回相談部会 地域拠点センター 1 

1 2 月
1 1 日  

富谷・黒川地域自立協 第 9回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

1 2 月
2 0 日  

宮城・東部自立協 第 9回相談部会 地域拠点センター 1 

1 月 15 日 富谷・黒川地域自立協 第 10 回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

2 月 12 日 富谷・黒川地域自立協 第 11 回相談ＮＷ ひだまりの丘 1 

2 月 21 日 宮城・東部自立協 第 11 回相談部会 地域拠点センター 1 

3 月 11 日 富谷・黒川地域自立協 第 12 回相談ＮＷ ひだまりの丘 中止 

3 月 19 日 宮城・東部自立協 第 12 回相談部会 地域拠点センター 中止 

毎月 つくしんぼ黒川会議 つくしんぼ黒川事務室 2～3 

（３）見学と研修、実習の受け入れ等に関すること 

実施日 内      容 人数 

5 月 17 日 宮城県障害児通園施設連絡協議会施設長会見学 １８ 

5 月 30 日 登米市恵泉会職員見学 ９ 

6 月 14 日 宮城県発達支援センター職員（医師も含む） ４ 

6 月 20 日.26 日 すえたけ皮膚科看護師見学 １ 

7 月 1 日～12 日 仙台医療秘書福祉専門学校実習 １ 

7 月 29 日 成田保育所職員見学 ５ 

7 月 29 日～8月 9日 仙台リゾート＆スポーツ専門学校実習 １ 

8 月 6 日 利府支援学校富谷校教諭見学 ３ 

1 1 月
2 5 日  

仙台保健福祉事務所職員見学 １ 

1 2 月 3
日  

福祉大学ＯＴ １ 

12 月９日 多賀城市太陽の家職員訪問 ２ 



巻 巻

- 25-

１月 21 日.22 日 宮城大学実習生 ２ 

2 月 10 日.12 日 宮城大学看護実習 2 

2 月 14 日 亘理町視察 8 

（４）講師に関すること 

実施日 内     容 場 所 

１１月１日 山本町学童保育職員向け研修会 山本町 高橋 

１月１８日 仙台市保育所連合会 仙台市 高橋 

２月２５日 児童発達支援アセスメント勉強会 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 門脇 

２月２８日 石 市学童保育北ブロック報告会 石 市 高橋 

（５）地域交流に関すること（あかいしまつり） 

同じあかいしの森を利用しながらも、なかなか交流をする事のできないむーとんとぴーす 

が枠を越えた交流の場として、又ご利用ご家族や地域にお住いの成人の障がい者の方々との

出会いの場としてあかいしまつりを開催いたしました。 

第３回『あかいしまつり』は、令和元年１０月２６日(土)に、＜ダンボールの街を作ろう

＞をテーマに開催いたしました。大小様々なダンボールを使って完成した家がホール中に建

ち並びその中に入って嬉しそうな表情を見せている子ども達の姿が印象的でした。 

また、出店にご協力を頂いた「あいの里」「富谷市手をつなぐ育成会」の地域の皆さま方と

の交流の機会を持つこともでき、有意義な時間を共有する事ができました。 

５０組１３６名の参加をいただき、大盛況に終える事ができました。 

（６）防災に関すること 

【実施状況】 
防災点検実施日    ９月１０日、１月１０日 （北杜防災）

避難訓練実施日    ４月２４日（地震訓練） むーとん利用児対象

５月１９日（地震訓練） ぴーす利用児対象

８月２９日（地震訓練） むーとん利用児対象

１２月２０日（火災訓練）ぴーす利用児対象

総合防災訓練実施日（避難・通報・消化訓練）

１１月５日 （むーとん利用児対象） 

（７）広報に関すること 

園だよりの発行

・クラスだより（未就学各クラス用）を発行  １２回／年

・ぴーすだより（学童用）を発行  １２回／年

月の活動予定及びお知らせ・お願い事項等
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Ⅴ．利府こども発達センター 
１．児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 
（１）利府こども発達センターどんぐり（児童発達支援事業） 

【実施状況】 

未就学の発達に遅れのあるお子さんとそのご家族を対象に、小集団生活の中で社会性を 

養い、子ども達の持っている力を引き出すための個別支援計画を作成し、それにに基づき

一人ひとりに合った療育を行ってきました。 

令和元年度は１４名でスタートし、最終的には２４名の登録となりました。お子さんの

レスパイトでの受け入れを積極的に行って母の負担軽減に努めてきました。運動・音楽・

感触・集団・製作活動などの日々の活動、様々な行事を経験していく中で成長し、どの子

供たちも自信に満ちた表情を見ることが出来ました。お母様たちと個別面談や日々の会話

の中で子育ての困り感をタイムリーにキャッチし、解決方法を一緒に考えていくなど、母

親支援にも取り組んできました。 

令和元年度は、４名が卒園し、１８名が継続利用となります。

・主な行事 

４月２２日 お花見           １２月 ４日 歯科指導 

５月 ９日 春の遠足（ﾋﾟｭｱﾊｰﾄｷｯｽﾞﾗﾝﾄﾞ）１２月１８日 クリスマス会 

７月 ９日 先輩ママとの茶話会      ２月 ２日 お父さん参観 

９月 １日 ミニ運動会（あかいしの森）  ３月 ３日 お別れ遠足（八木山動物園） 

９月２５日 あかいしの森乗馬体験     ３月１３日 お別れ会 

１１月１８日 リンゴ狩り・七ツ森希望の家遠足 

【実施日数】２３６日実施 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １８ １５ １８ ２３ ２４ ２３ 

延人数 ９９ １０５ １１２ １６７ １５６ １５７ 

３０

年度 

実人数 ２０ １６ １４ ２４ ２７ １７ 

延人数 １５２ １３９ １５３ １９０ ２１２ １６８ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ２３ ２４ ２６ ２５ ２３ ２７ ３２ 

延人数 １６２ １５６ １７８ １７７ １７１ ２１４ １,８５３ 

３０

年度 

実人数 １８ １７ ２０ ２０ １８ ２１ ２７ 

延人数 １７５ １８３ １６６ １５３ １６４ １８８ ２,４４３ 

【スタッフ数】管理者１人・児童発達支援管理責任者１人・保育士３人 

【そ の 他】専門職の指導 作業療法士・心理職・言語聴覚士   随時 

（２）利府こども発達センターあのね（放課後等デイサービス） 

【実施状況】 
学童児に対して、主に放課後や長期休業日に各種療育支援・自立支援を目的に活動を実

施してきました。 
活動ではクッキング・制作・個別課題・ゲームなどの室内で行うものや、買い物体験・
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公園遊びなどの外出体験を通して様々な場所に慣れる・経験する・運動するなどの目的を

踏まえながら、マンネリ化しないよう工夫を凝らし、また活動の場所も開拓してきました。 
・主な行事

４月 遠足（みちのく杜の湖畔公園）、お花見、公園遊び

５月 奉仕活動、公園遊び、ガーデニング、避難訓練、クッキング、キリンビール工場

見学 
６月 買い物体験、課題遊び、公園遊び、七夕制作

７月 笹かま館・武田の笹かま工場見学、福浦島散策、しゃぼん玉遊び、遠足（石ノ森

萬画館、材木岩公園）、 
８月 カラオケ、４園交流会（縁日）、細倉マインパーク、新仙台郵便局・八木山動物公

園見学、流しそうめん 
９月 サーキット、かき氷作り、公園遊び（加瀬沼公園・グランディ）

１０月 ウオークラリー、ハロウィン制作、梨狩り、ハロウィンスタンプラリー、

１１月 さつま芋掘り、避難訓練、買い物体験、公園遊び、クッキング

１２月 ミニ運動会、クリスマス制作、クリスマス会、外出（泉ヶ岳、仙台空港）

１月 餅つき、初詣（塩釜神社）、集団遊び、節分・室内雪合戦（豆まき）

２月 凧揚げ、室内遊び（双六・福笑い・お手玉・紙相撲）、摂食指導、買い物体験、

フォトフレーム制作

３月 サーキット、外出（伊保石公園・万葉クリエイトパーク・支倉常長メモリアルパ

ーク・矢本海浜公園）、お好み焼き作り（材料買い出しから）、スライドショー・

進級式、遠足（八木山動物公園・とんとんの丘） 
【実施日数】２３６日実施 （月曜日～金曜日  １３時～１７時） 
【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ４２ ４１ ４２ ４４ ４３ ４０ 

延人数 １７９ １８７ １９１ ２０３ １５９ １６８ 

３０ 

年度 

実人数 ４４ ４４ ４４ ４８ ４６ ４５ 

延人数 １９８ ２０７ ２１２ ２１９ ２０１ １７４ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ４０ ４０ ４０ ４１ ４０ ３９ ４４ 

延人数 １９１ １７８ １５９ １７５ １６３ １６０ ２,１１３ 

３０ 

年度 

実人数 ４５ ４５ ４５ ４６ ４５ ４５ ５０ 

延人数 ２２７ ２１８ １８９ １９８ １９２ ２０６ ２,４４１ 

【スタッフ数】管理者１人・児発管１人・保育士１人・児童指導員３人・看護師１人 

（３）利府こども発達センターのびっこ（保育所等訪問支援事業） 

【実施状況】 

作業療法士と言語聴覚士による訪問支援員が、保育所・幼稚園・学校等へ伺い、そこ

のスタッフ等へ相談アドバイスを行い、障害児のｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ教育に寄与してきました。 

【開所日数】２３６日開所 
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【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ２ ６ １２ １２ ３ ８ 

延人数 ２ ７ １５ １５ ４ ８ 

３０

年度 

実人数 ３ １１ ９ １４ ２ １１ 

延人数 ３ １５ ９ １７ ２ １２ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ８ ３ ７ ４ １０ ０ ４１ 

延人数 ８ ４ ７ ４ １０ ０ ８６ 

３０

年度 

実人数 １４ ８ ９ ６ ７ ３ ４５ 

延人数 １６ ９ １０ ７ ７ ３ １１０ 

【スタッフ】管理者１人・児発管１人・作業療法士２人・言語聴覚士１人・保育士１人 

２．障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 
（２）ぼくらの家（共同生活援助） 

【実施状況】 

平成２９年４月から当法人として初めて実施する共同生活援助です。利用者に対して生

活支援員や世話人が夜と週末・祝日を中心に自宅に代わって生活支援を実施しておりま

す。平日日中は全員日中活動場所へ通っております。 

【実施日数】平日３５８日実施 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

延人数 １８０ １８６ １８０ １８６ １８６ １７９ 

３０

年度 

実人数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

延人数 １８０ １８５ １８０ １８６ １８６ １７９ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

延人数 １８６ １８０ １８６ １８６ １７４ １８６ ２,１９５ 

３０

年度 

実人数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

延人数 １８６ １８０ １８５ １８６ １６８ １８６ ２,１８７ 

【スタッフ数】管理者１人・サービス管理責任者１人・生活支援員２人 

調理員（世話人）３人と当直職員７人（他事業と兼務）での交代勤務 

（２）みんなの家（短期入所事業） 

【実施状況】 

平成２９年４月に、当法人として２番目の短期入所事業所を開所しました。上記の共同 

生活援助（ぼくらの家）の隣の居室等で受け入れを行っています。平成３０年１２月に増

築工事が終了し、定員５名に増員され居住スペースも拡大、利用も大幅増になりました。 

【実施日数】平日３５２日実施 
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【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ６２ ６９ ７５ ７３ ７７ ７７ 

延人数 １５６ １７３ １８８ １７３ １６２ １７９ 

３０

年度 

実人数 １９ ２５ ３０ ３７ ３８ ３６ 

延人数 ５２ ７９ ８１ １１６ ９５ ９２ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ８１ ８１ ７４ ６２ ７１ ６６ １６２ 

延人数 １９３ １９６ １７９ １４８ １８１ １６２ ２,１０９ 

３０

年度 

実人数 ３１ ４３ ４１ ４６ ７３ ６６ １０３ 

延人数 ８３ １０２ ９０ １１５ １５５ １６７ １,２３１ 

【スタッフ数】管理者１人・当直職員７人（他事業と兼務）での交代勤務 

３．健常児童に対しての各種福祉サービス事業 

（１）健常児一時保育 

【実施状況】 

どんぐり利用児の兄弟を、同じ時間帯に受け入れました。 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ４ ３ ４ ５ ４ ６ 

延人数 １４ １３ １９ １９ １３ ２６ 

３０

年度 

実人数 ０ ０ １ １ ２ ２ 

延人数 ０ ０ ５ ４ ９ ７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ５ ５ ７ ４ ４ ４ ８ 

延人数 ２３ ３２ ２４ ２１ ２５ ２０ ２４９ 

３０

年度 

実人数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

延人数 ８ ８ ８ １１ ６ ７ ７４ 

【スタッフ数】専属ボランティア等３人 

４．その他目的を達成するために必要な事業 

（１）自治体委託事業 

① 利府町乳幼児発達相談事業 

【実施状況】 

平成１９年度より利府町からの受託事業として実施。乳幼児健診で発達の心配な児童と

その家族に対してＳＴ・ＯＴ・心理による専門的な相談（森の相談室）と、親子教室とし

ての育児支援（コアラ教室）を行ってきました。 

【実施場所】利府町保健福祉センター 

【実施日数】森の相談室：年間３７日実施（３～４日／月） 

コアラ教室：年間１８回実施（１～２日／月）
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【利用人数】 

森の相談室（心理相談・言語相談・ＯＴ発達相談） 

元 

年度 

３０

年度 

元 

年度 

３０

年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

実人数 ６ ５ ５ ６ ８  ６ 

延人数 １１ １０ １１ １１ １７ １１ 

実人数 ７ ６ ９ １１ １４ ８ 

延人数 ７ ８ ９ １１ １４ ８ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

実人数 ５ ６ １１ ６ ５ ９ ７８ 

延人数 １１ １１ ２２ １４ ９ １５ １５３ 

実人数 １５ ８ １７ ５ ９ １０ ９８ 

延人数 １５ ８ １７ ５ ９ １０ １２１ 

コアラ教室（親子教室）（対象児のみで保護者・兄弟は含まない） 

元 

年度 

３０

年度 

元 

年度 

３０

年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

実人数 １ ４ ４ ０ ５ ７ 

延人数 １ ７ ４ ０ ５ １０ 

実人数 ０ ４ ４ ４ ３ ２ 

延人数 ０ ８ ８ ４ ３ ４ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

実人数 １２ １５ １５ １５ １５ ０ １５ 

延人数 １４ １６ ２０ １０ １８ ０  １０５ 

実人数 ２ ３ ３ １ ３ ５ ８ 

延人数 ３ ３ ３ １ ５ ５ ４７ 

【スタッフ数】森の相談室：心理職・言語聴覚士・作業療法士の専門職５人 

コアラ教室：保育士等３人 

５．付随事業 

（１）研修に関すること（法人全体人材育成研修以外） 

実施日 内 容 場 所 数 

6 月 27 日 障害福祉関係施設等職員研修 宮城県障害者福祉センター 1 

6 月 7 日 障害児の特性に合わせた支援 利府町保育士研修会・利府町役場 1 

7 月 24 日 子どもの運動遊び 利府町保育士研修会・利府町役場 1 

10 月 25 日 職場環境におけるストレスとうまく付き合う方法 利府町保育士研修会・利府町役場 1 

9 月 2 日 宮城県サービス管理責任者等更新研修 県庁講堂 1 

10 月 1 日・2日 新任職員研修 パレス宮城野 1 

10 月 21 日 宮城県知的障害者福祉協会施設長研修会 TKP ガーデンシティ仙台 1 

11 月 27 日 第２回梨丘ネットワーク研修会 利府支援学校 2 

12 月 18 日 宮城県サービス管理責任者等更新研修 県庁講堂 1 

1 月 24 日 公正採用選考人権啓発推進員等研修会 宮城労働局・TKP ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ仙台 1 

（２）会議に関すること 

実施日 内 容 人数 

10 月 18 日 【全体職員会議】特定処遇改善加算に伴う賃金既定の変更、さわおとの森被災等 14 

各 1回/月 主任会議、どんぐりｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、あのね会議、ぼくらの家・みんなの家会議、給食会議、総務会議 
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（３）講師等派遣に関すること 

実施日 名称及び講師内容等 派遣先 講師 

4 月～3月 県立特別支援学校外部専門家活用事業での派遣（23回）利 府支援学校・富谷校・塩釜校 工藤

6月 10 日 第 1回塩竈市障がい者福祉推進委員会への参加 塩竈市公民館 髙橋 

8 月 26 日 強度行動障害支援者研修 石 支援学校 髙橋・正美・竹内・工藤 

9 月 3 日 第 2回塩竈市障がい者福祉推進委員会への参加 塩竈市公民館 髙橋 

9 月 7 日-8 日 障害児支援施設外部評価施行事業への参加 大正大学 髙橋・信太朗 

11 月 25 月 第 3回塩竈市障がい者福祉推進委員会への参加 塩竈市公民館 髙橋 

3 月 18 日 児童発達支援センターの運営についての相談 アスム療育センター 髙橋 

（４）見学と実習の受け入れ、調査協力、地域貢献等に関すること 

受入日 受入内容等 依頼先・見学者 

6 月 6 日 認定 NPO 法人の遺贈等による現物寄付調査票提出 内閣府 

6 月 6 日 2019 年経済構造実態調査提出 総務省 

6 月 25 日 みんなの家見学訪問 塩竈市手をつなぐ育成会 30 人 

7 月 29 日-8 月 9日 保育実習受け入れ 仙台リゾート＆スポーツ専門学校 1人 

8 月 20 日 施設視察訪問 七ヶ浜町教職員研修会特別支援部会 10 人

9月 1日 認定 NPO 法人等の活動状況アンケート票提出 内閣府 

11 月 11 日～15 日 キャリアシップ（職場実習）受け入れ 利府西中学校 2年生 2 人 

9 月 19 日 高校生向けチラシ作成のための卒業生取材（上総敢太） 仙台医療専門学校 

9 月 20 日 令和元年度社会福祉施設等調査票提出 厚生労働省 

11 月 8 日 ぼくらの家・みんなの家見学訪問 つばめっこ親の会見学 

1 1 月
2 9 日  

施設見学訪問 社会福祉法人光の里（群馬県）35 人 

1 2 月 1 7
日 - 1 8 日  

看護実習受け入れ 宮城大学看護学科 2人 

2 月 17 日 みんなの家・ぼくらの家見学 小松島支援学校 PTA15 人 

（５）防災に関すること 

① 防災・避難訓練 

実施日 内    容 

5 月 20 日～24 日 避難訓練 5 日間実施 出火場所：2階職員室 参加者：利用児 51 人・職員 27 人・計 76 人

9月 29 日 避難訓練 夜間想定 出火場所：厨房 参加者：ＧＨ利用者６人・職員１人 計７人 

10 月 28 日 

～11 月 1日 

避難訓練 5 日間実施 出火場所：1階 GH ﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

参加者：利用児 33 人・職員 18 人 計 51 人

3月 14 日 通信訓練 全職員対象に初の訓練だったが、グループごとに伝達時間が違った。 

② 防火査察 ９月２４日に、利府消防署３人での査察を受け、３点の指摘がありましたが改善済みです。 

③ 消防用設備点検 １０月に、北斗防災による法定点検を実施。特に問題なし。 

（６）広報に関すること 

【実施状況】どんぐりよてい・あのねだより 月１回発行 
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Ⅵ．地域拠点センター 
１．児童福祉法に基づく障害児相談支援事業、並びに障害者総合支援法に基づく特
定相談支援事業 

（１）地域拠点センターふきのとう（障害児相談支援事業・特定相談支援事業） 

【実施状況】 
「こども相談支援つくしんぼ」の事業所休止に伴い、つくしんぼで担当していた利用者 

様の支援を引き継ぎ、相談支援業務を実施してきました。作成対象者は原則当法人運営の

事業所を利用されている障害児・者とし、年度末作成者数は５２名。進捗率は、他相談事

業所との連携もあり、ほぼ１００％となっております。 
【実施日数】２４０日実施 
【利用人数】                     ※利用計画とモニタリングも含む 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人員 ２１ ２３ ２２ ２９ ２０ ２２ 

延人員 ２１ ２３ ２２ ２９ ２０ ２２ 

３０

年度 

実人員 ４０ ５６ ５３ ５８ ５３ ３９ 

延人員 ４０ ５６ ５３ ５８ ５３ ３９ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人員 ３３ ２１ １８ ２２ １３ １２ ５２ 

延人員 ３３ ２１ １８ ２２ １３ １２ １４８ 

３０

年度 

実人員 ５６ ６０ １８ ２１ １９ ２４ ７８ 

延人員 ５６ ６０ １８ ２１ １９ ２４ ５１２ 

【スタッフ数】相談支援専門員 ２人 

２．障害者総合支援法に基づく指定一般相談支援事業 

（１）地域拠点センターたんぽぽ（地域定着支援） 

【実施状況】 
次の項目の「地域生活支援コーディネート業務」に付帯する新規事業として開始し、３ 

年が経過しました。原則上記事業の登録者であり、かつ地域相談支援の支給決定をされた

方を対象として、地域生活の見守りを２４時間３６５日体制で行っています。 
【実施日数】３６６日実施 
【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人員 １８ １８ １９ １９ １９ １９ 

延人員 １８ １８ １９ １９ １９ １９ 

３０

年度 

実人員 

延人員 

１２ １２ １４ １４ １６ １６ 

１２ １２ １４ １４ １６ １６ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人員 １９ １９ １９ １９ １９ １９ １９ 

延人員 １９ １９ １９ １９ １９ １９ ２２６ 

３０

年度 

実人員 １６ １６ １６ １６ １６ １７ １７ 

延人員 １６ １６ １６ １６ １６ １７ １８１ 
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【スタッフ数】相談員１人（兼務） 

３．その他目的を達成するために必要な事業（自治体委託事業） 

（１）地域拠点センターふきのとう（宮城東部地域生活支援拠点等事業業務委託） 

１）地域生活支援コーディネート業務 

【実施状況】 

宮城東部地域２市３町（塩竈市・多賀城市・松島町・七ヶ浜町・利府町）より委託を受

け、実施いたしました。 
２市３町行政から要請のあった地域に暮らす障害当事者について、個別に登録面談の機

会を設けてアセスメント情報（成育歴・生活の状況・将来の生活への願い・障害の特性に

ついて）を細やかに聞き取り、緊急時に必要な支援内容、日常の支援の充実、将来への備

えなど、日常の支援の充実のために、行政や担当の相談支援事業者と連携して取り組んで

います。全体として登録ケースの相談が減少してきている現状を鑑みて、宮城東部地域自

立支援協議会の「地域生活支援拠点運営プロジェクト」の中で、登録を推進するため、2 市
3 町行政に働きかけをしてきました。 

【実施日数】３６６日実施 

【利用人数】 

年間 

２）地域生活支援コーディネート調整支援業務 

【実施状況】 

平成３０年度までの「緊急短期入所居室確保業務」から本業務に再編され、宮城東部地

域２市３町の委託により実施いたしました。（具体的には、「緊急事態に備えて常に１室を

空けておく」のではなく、「常に 1 名以上を受け入れ可能な体制を整える」ことになりまし
た。） 
法人内短期入所事業所「みんなの家」（利府こども発達センター内）並びに「さわおとの

森短期入所」と連携し、「地域生活支援コーディネート業務」に係る緊急受入れに備えると

ともに、緊急時の相談に際しては、必ず 1 名、空き状況に応じて 2 名以上の受け入れ（短
期入所）を約束しております。本年度は以下のとおり緊急の受入れをいたしました。 

【実施日数】３６６日実施 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １２ １２ １４ １６ １９ １１ 

延日数 ４３ ２７ ３５ ５９ ６６ ２８ 

３０

年度 

実人数 １５ ２４ ２１ １６ １３ １０ 

延人数 ３８ ７１ ４５ ３７ ２５ ２８ 

１０月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

元 

年度 

実人数 １６ １７ １４ １１ １４ ２２ ５２ 

延日数 ３２ ４１ ５７ ３１ ２３ ７３ ５１７ 

３０

年度 

実人数 １０ １０ １１ ８ １５ １２ ４０ 

延人数 ２１ ５９ ２１ １０ ３０ ３４ ４２１ 
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【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １ ０ ０ ２ １ ０ 

延日数 ２ ０ ０ ３ ３ ０ 

３０

年度 

実人数 ０ ０ １ １ ０ １ 

延人数 ０ ０ ７ ５ ０ ５ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 １ １ ２ ０ １ ０ ９ 

延日数 ２ ２ ６ ０ ２ ０ ２０ 

３０

年度 

実人数 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ５ 

延人数 ０ １３ ０ ０ ０ ０ ３０ 

３）基幹相談支援センター業務 

【実施状況】 

宮城東部地域２市３町より委託を受け、実施いたしました。 
宮城東部地域自立支援協議会の活動の中で、地域住民の声（要望）から課題を抽出し、

課題解決に向けて関係機関と連携しました。また、支援が困難になっているケース、地域

生活支援拠点事業の登録者について、行政や相談事業所の求めに応じてのバックアップと、

専門的見地からのアドバイスと、担当の相談事業所が孤立しないように共働しました。 
【実施日数】２４０日 

【利用人数】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １５ １８ ２２ ２３ ２９ ２３ 

延人数 ５６ ６４ ７１ １１５ １１７ １０４ 

３０

年度 

実人数 ２１ ３０ ２４ ２０ １６ １５ 

延人数 ７９ １１１ ７０ ６１ ６６ ５０ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ３０ ２６ ２３ １９ ２０ ３３ ９４ 

延人数 １０２ １０８ １１８ ８０ ６５ １３３ １１３３ 

３０

年度 

実人数 １５ １６ １６ １１ ２５ ２０ ５８ 

延人数 ５２ ８５ ３３ ２８ ７７ ７７ ７９２ 

４）地域自立支援協議会事務局 

【実施状況】 

宮城東部地域２市３町より委託を受け、宮城東部地域自立支援協議会事務局として、市 

町の行政担当者と連携し、企画と運営に関わり、会議開催にあたっての連絡調整、記録作

成、進捗管理等、庶務の一切を行いました。行政の担当者は数年ごとに異動してしまう中、

取組に継続性を持たせるために当事業所の役割は重要性を増しています。基幹相談支援セ

ンターの機能と相まって、「誰でも安心して暮らすことができる地域づくり」の推進力とな 

っていくことを目指しています。 
【実施日数】２４０日 
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【実施件数】 

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 延件数 ５８ ５３ ６０ ３６ ３３ ６７ 

３０ 延件数 １００ ２５ ７０ ６６ ２１ ３１ 

年度 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 延件数 ８３ ６０ ２６ ６０ ４６ ６５ ６４７ 

３０ 延件数 １１６ ６７ ４９ ４２ ２４ １１ ６２２ 

【スタッフ数】管理者１人・コーディネーター２人・基幹相談員１人 

（２）障害児等療育支援事業「あとれ・あとれ黒川」（宮城県障害児等療育支援事業） 

１）訪問による療育指導 

【実施状況】 

・訪問支援は、当該児およびその家族の要請に応じて家庭訪問で実施しました。特にリハビ

リ専門職は，機能訓練的な内容であったり、生活の質を保つための器具等の確認・調整を

図りました。また、当該児の情動に配慮し、知能検査を実施するにあたり検査場所を柔軟

に対応しました。訪問の多くは、当該児のフィールド（保育園・幼稚園・学校・児童クラ

ブ・放課後等デイサービス）における行動の様子を観察し、当該児の担当者との情報共有

や支援者支援という立場で話し合いを持ちました。 

・今年度より新たに委託を受けた黒川圏域での相談事業の拠点をあかいしの森に「あとれ黒

川」として置き，事業を進めて参りました。療育支援事業担当の専門職が，二市三町や黒

川圏域という広範囲な地域を連携し合いながら事業に取り組んできました。その中で大切

にしてきたことは，できるだけ当事者（児や保護者）と療育支援担当だけの関係にならな

いように、保健師や先生等各市町村の一次支援機関の担当の方々との情報共有を心掛けま

した。 

【実施日数】２３７日 

【利用人数】 

あとれ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ５ ４ １ ６ ５ ８ 

延人数 ５ ５ １ ６ ５ ９ 

３０

年度 

実人数 ３ ７ １２ ７ ７ ４ 

延人数 ７ １０ ８ ９ ８ ６ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ６ ８ 4 ４ ３ ２ ５６ 

延人数 ６ １２ ６ ４ ３ ２ ６４ 

３０

年度 

実人数 ４ ７ ７ １３ ３ ２ ７６ 

延人数 １１ ８ ９ １７ ３ ２ ９８ 

あとれ黒川 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ０ ０ １ ３ ２ ０ 

延人数 ０ ０ １ ３ ３ ０ 
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ２ ２ ０ １ １ ５ １７ 

延人数 ２ ６ ０ １ １ ６ ２３ 

２）外来による専門的な療育相談・指導 

【実施状況】 

・拠点センターの相談室に来所してもらって相談を受けました。主に、当該児の集団におけ

る不適応な状態や発達への不安を訴える保護者の話を伺うとともに、児への発達検査等に

よるアセスメントを実施しました。日を改めて結果の報告をおこなったりもしました。 

・専門職による機能訓練的な直接支援（作業療法士による体幹トレーニングの提案等）も実

施しました。また、心理士による支援者へのコンサルテーションも実施し、より良い支援

の在り方を話し合いました。 

・「あとれ黒川」では，あかいしの森の相談室で外来による相談を受けました。主に、当該児

の集団における不適応な状態や発達への不安を訴える保護者の話を伺い、利用可能な社会

資源の情報提供等も行いながら、今後の支援の方向性を共に考えてきました。 

・当該児者本人に対しても、アセスメントを元に本人の得手不得手を示し、本人の意向を伺

いながら、困ったときの対処の仕方を具体的に提案することもありました。 

【実施日数】２３７日 

【利用人数】 

あとれ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ６ ２ ３ ７ ２ ６ 

延人数 ６ ３ ３ ８ ２ ６ 

３０

年度 

実人数 ８ １０ １０ １０ ７ ４ 

延人数 １１ １０ １３ １０ １１ ５ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ４ ７ ７ １２ ２ ２ ６０ 

延人数 ４ ７ ７ １２ ２ ２ ６２ 

３０

年度 

実人数 １０ ４ ７ ５ ８ ３ ８６ 

延人数 １１ ５ ７ ５ ９ ３ １００ 

あとれ黒川 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ０ １ １ １ ０ １ 

延人数 ０ １ １ １ ０ １ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ３ ２ ５ ３ ４ ３ ２４ 

延人数 ４ ４ ６ ３ ４ ３ ２８ 

３）障害児の通う保育所や幼稚園、学校、障害児通所支援施設事業所等の職員への療育技術

の指導，提案 

【実施状況】 

・訪問や外来・電話により，専門職である事業担当者がそれぞれの専門性に基づいて、当該

児者への対応やその保護者への働きかけ方等、支援者の悩みや支援に対する助言、支援技



- 37-

術の伝講等、現場の必要性に応じて対応しました。 

・「あとれ黒川」においては，当該児の支援会議に参加し、支援者との情報共有を中心に、支 

援に対する助言，支援技術の伝講等，現場の必要性に対応しました。

【実施日数】２３７日 

【利用人数】 

あとれ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ０ １ ０ ２ ０ ０ 

延人数 ０ １ ０ ３ ０ ０ 

３０

年度 

実人数 ９ ４ ４ ４ ３ ４ 

延人数 ９ ６ ６ ５ ４ ７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ２ ０ ０ １ ０ ０ ６ 

延人数 ２ ０ ０ １ ０ ０ ７ 

３０

年度 

実人数 ２ ２ １４ ６ ９ １ ６２ 

延人数 ３ ２ １５ ８ ９ ２ ７６ 

あとれ黒川 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

３１

年度 

実人数 １ ０ ２ ０ ０ １ 

延人数 １ ０ ２ ０ ０ １ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

３１

年度 

実人数 ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ 

延人数 ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ 

４）電話・メールによる連絡・相談・協議 

【実施状況】 

・初回療育相談においては、当該児の保護者から、あるいはその関係者（保健師、特別支援

教育コーディネーター、担当相談員）から連絡が入りました。その内容に基づいて、対応

する専門職を決め訪問や外来による面接相談につなげました。 

・今年度はメールでの相談が入るようになりました。直接電話で話すよりも間接的にメール

でなら伝えられるという点から、新たな主訴伝達手段が加わりました。 

・「あとれ黒川」では，初回療育相談においても、当該児の保護者から、あるいはその関係者

（保健師、学校関係者、担当相談員）から連絡が入りました。その内容に基づいて、対応

する専門職を決め訪問や外来による面接相談につなげました。 

・利用人数には入っていませんが、当該児童の保護者のメンタルサポートのため、こちらか

ら定期的にメールを送り、繋がりが途絶えないよう配慮したケースがありました。 

・その他 2件は，専門職が訪問先でそこの支援者から直接支援要請が出たものです。 

【実施日数】２３７日 

【利用人数】 

あとれ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 ８ ３ ３ １１ ３ ８ 

延人数 ９ ３ ３ １６ ４ １２ 
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３０

年度 

実人数 １２ １３ １４ ２２ １９ １５ 

延人数 ５４ ４６ ６５ ５４ ５６ ４２ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ５ ７ ５ ３ ７ ２ ６５ 

延人数 ６ １２ ８ ３ １０ ２ ８８ 

３０

年度 

実人数 １６ １７ １６ ９ １０ １４ １７７ 

延人数 ３６ ３９ ２５ ２１ ２９ ３１ ４９８ 

あとれ黒川 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

元 

年度 

実人数 １ ２ ５ ３ １ ５ 

延人数 ２ ４ １４ ６ １ ７ 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間 

元 

年度 

実人数 ４ ６ ４ ４ ３ ４ ４２ 

延人数 ６ １３ ５ ５ ４ ５ ７２ 

（３）宮城県発達障害者地域支援マネージャー配置事業 

１）地域支援体制の構築 （担当地域の状況や課題，ニーズ，今年度の取組など） 

・当法人として 7つの柱を掲げ取り組みを始めました。事業 1 年目ということで，関係部署

への挨拶回りをまず行うこと，行政の相談窓口を把握し連携が図れるようにつながること

を目指して取り組みました。福祉・子育ての分野では，日常的な関わりができていますの

で，相談を受けたり，連携を図って対応したりすることは難しくありません。しかし，教

育の分野においては，実際には学校現場に入って関わっていたとしても，事業としての認

知は持たれておらず，年度の後半に，センターの担当の方々と挨拶回りができたことでよ

うやくスタートラインに立てました。 

・圏域の相談事業所担当が集う地域拠点センターの会議に参加し，情報を共有したり事例検

討を通して対応のスキルアップを図ったりする機会が得られました。 

２）市町村及び事業所への支援 

イ 個別支援（相談の傾向や支援内容について） 

〈 実施回数：１８２回  対象実人員：５４人 〉 

・療育支援事業に相談が入った案件で心理の専門的な対応を求められ，マネージャー相談と

して対応することもありました。 

・行政の窓口に相談が入った件で，登校渋りを見せる子どもへの対応についての相談におい

て，心理相談と学校関係の情報も求められてつながった事例に，窓口担当の保健師と協力

して相談を受けたケースもありました。 

・様々なケースがありましたが，学校行き渋りの子どもの保護者と学校側の関係修復を扱う

事例は多いと感じました。また，発達の確認を求められるケースも多くありました。 

・保護者（特に母親）のメンタルの問題も絡んだ育児不安への対応も求められることが多か

ったです。 

・成人の我が子が引きこもりになっているケース，障害特性からくるこだわりや衝動によっ

て警察案件を起こしてしまった当該者に関わる家族や支援者からの相談もありました。 

ロ 人材育成 （ニーズや支援内容について）〈 実施回数：８回，対象実人数：146 人 〉 
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・外部研修における講師依頼があり，保健師や臨床心理士（スクールカウンセラー）対象の

研修会の講師を行いました。 

・法人内の現場職員への「家族支援の視点を持った療育の大切さについて」や「個別の支援

計画を立てる上で大切にしてほしいこと」等の研修も行いました。 

３）家族への支援（支援内容について）〈 回数： １ 回／対象人数：１０人 〉 

＊今後，ペアレントトレーニングを行っていくことを前提に研修に参加させていただきまし

た。（５回セッションとフォローアップへのオブザーバー参加の他，心理職として実際に母

との接触の場も経験させていただきました。） 

・行政実施の子育て支援教室を利用している母親に「わが子の良さを見つけてみよう」とい

う視点で話し合いを持ち，母の気持ちを少しでも前向きにできる会を実施できました。 

４）医療機関との連携 

・相談依頼者からの相談内容から，医療機関につなげるにあたって配慮すべきこと等を子ど

も総合センター発達障害者支援センターに問い合わせたことがあります。医療機関につな

がる前の段階で専門家の話を聞くことができる場があれば，保護者の不安感を払しょくで

きると思いました。今回は 1度小に発達の専門の医師のアドバイスを受けました。 

・保育や教育現場で対応に困っている状態の多くは，特性理解が未熟だったり見立ての誤り

だったりすることが多いものです。特性理解と必要な支援について，医療的な立場からの

情報発信の場があると良いのではないかと考え提案しています。例えば支援者研修の開催

など，専門家による研修の場を作っていくと良いと考えています。 

２．付随事業 

（１）研修に関すること（法人全体人材育成研修以外）   【ふ】：ふきのとう 【あ】あとれ 

実施日 名称 場所 人数 

4 月 26 日 【あ】東北大学病院小児科医による発達障害の基本 子ども総合センター 6 

7 月 24~26 日 【あ】発達障害者地域支援ﾏﾈｰｼﾞｬｰ研修（基礎） 国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 1 

7 月 30 日 【ふ】成年後見制度活用講座 ハーネル仙台 2 

8 月 28 日 【ふ】精神障害者地域移行支援研修会 塩釜保健所 3 

９月 5日から

隔週で 6回 

【あ】ペアレント・プログラム実地研修 登米市児発支援センター 

こじか園 

延

20 

9 月 24 日 【ふ】宮家連 北海道東北ブロック大会 仙台市シルバーセンター 2 

9 月 27 日 【ふ】精神保健福祉実践講座 宮城県庁 1 

1 0 月 4 日  【ふ】地域移行研修会 仙台合同庁舎 3 

1 0 月 1 7
日  

【ふ】支援業務に生かすｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ研修 かほくホール 1 

1 0 月 2 5
日  

【ふ】ファシリテーター養成研修 宮城県庁 2 

1 1 月 2 0
－ 2 2 日  

【あ】発達障害者地域支援ﾏﾈｰｼﾞｬｰ研修（応用） 国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 1 

1 1 月 2 1
日  

【ふ】塩竈地区手をつなぐ育成会連合会研修会 七ヶ浜町中央公民館 2 

1 1 月 2 9 ･
3 0 日  

【ふ】令和元年度全国相談支援従事者研修 クロスウエーブ府中 2 

1 2 月 9 日  【ふ】【あ】発達障害研修 塩釜保健所 2 

1 2 月 1 9
日  

【ふ】 別解消研修 つばめの杜ひだまりホール 2 

1 月 7･17･27 日 【ふ】令和元年度宮城県相談支援従事者現任者研修 宮城県庁 2 

2 月 7～9 日 【ふ】アメニティーフォーラム２４ 大津プリンスホテル 1 



- 40-

（２）会議に関すること 

◎全体職員会議  利府こども発達センターと同じ

◎ふきのとう所内会議  毎月 2市 3町会議当日の午後より開催

その他会議                       【ふ】：ふきのとう 【あ】あとれ

実施日 名 称 場所 人数 
4 月 10 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 6 

4 月 11 日 【ふ】塩竈ケース登録事前会議 地域拠点センター 8 

4 月 11 日 【あ】第 1回療育支援事業担当者会 宮城県庁 3 

4 月 12 日 【ふ】塩竈ケース登録面談 当事者宅 7 

4 月 15 日 【ふ】利府ケース登録面談 地域拠点センター 5 

4 月 16 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 12 

4 月 18 日 【ふ】多賀城ケース登録事前会議 地域拠点センター 6 

4 月 19 日 【ふ】自立協 相談支援部会 地域拠点センター 14 

4 月 25 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録事前会議 あさひ園 6 

4 月 26 日 【ふ】自立協ダイレクトＢマッチング会議 地域拠点センター 14 

5 月 8 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

5 月 8 日 【あ】コアラ教室担当者会 利府保健福祉センター 2 

5 月 13 日 【あ】発達障害者支援センター圏域担当者会議 地域拠点センター 26 

5 月 17 日 【あ】第 2回療育支援事業担当者会 子ども総合センター 3 

5 月 29 日 【あ】仙台圏域担当者会 塩釜保健所 10 

5 月 16 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 11 

5 月 17 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 16 

5 月 24 日 【ふ】自立協地域づくり運営会議 地域拠点センター 15 

5 月 28 日 【ふ】利府ケース登録面談 みんなの家 4 

5 月 31 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録面談 みんなの家 5 

5 月 31 日 【ふ】自立協ダイレクトＢ打ち合わせ会議 地域拠点センター 24 

6 月 3 日 【ふ】利府ケース会議 地域拠点センター 8 

6 月 4 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

6 月 10 日 【ふ】七ヶ浜ケース会議 七ヶ浜社協 8 

6 月 14 日 【あ】東北大学病院小児科医師訪問による担当者会 あかいしの森 2 

6 月 11 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 11 

6 月 17 日 【ふ】塩竈ケース登録面談 地域拠点センター 5 

6 月 19 日 【ふ】自立協地域づくりネットワーク会 松島町文化観光交流館 101 

6 月 21 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 16 

6 月 25 日 【ふ】利府ケース会議 しらかし台中学校 9 

6 月 26 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク知的分会 地域拠点センター 4 

6 月 27 日 【ふ】塩竈ケース登録面談 地域拠点センター 5 

6 月 27 日 【ふ】利府ケース面談 地域拠点センター 3 

7 月 2 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

7 月 5 日 【あ】第 3 回発達障害児者支援に係る二次・三次支援機関打ち合わせ こども総合センター 3 

7/5・8 【ふ】自立協ダイレクトＢ調整会議 地域拠点センター 26 

7 月 9 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 10 

7 月 9 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク身体分会 地域拠点センター 4 

7 月 10 日 【ふ】自立協地域生活支援拠点等運営プロジェクト 地域拠点センター 17 

7 月 11 日 【ふ】松島ケースサービス担当者会議 松島町どんぐりホール 7 

7 月 11 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク精神分会 塩竈市壱番館 8 

7 月 18 日 【ふ】【あ】自立協きょうだい児支援ネットワーク会 利府支援学校 10 

7 月 19 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 16 

7 月 23 日 【ふ】宮城県自立支援協議会相談支援部会 宮城県庁 31 

8 月 2 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

8 月 6 日 【ふ】塩竈ケース登録面談 地域拠点センター 5 

8 月 6 日 【ふ】塩竈ケース会議 地域拠点センター 9 

8 月 9 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 12 

8 月 16 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 13 

8 月 20 日 【ふ】七ヶ浜ケースサービス担当者会議 あすなろ 8 

8 月 21 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク身体分会 地域拠点センター 4 

8 月 23 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク精神分会 地域拠点センター 9 

8 月 26 日 【ふ】【あ】自立協きょうだい児支援ネットワーク会 利府支援学校 10 
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9 月 2 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録事前会議 七ヶ浜町役場 6 

9/3・6 【ふ】自立協ダイレクトＢアセスメント会議 地域拠点センター 24 

9 月 4 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

9 月 9 日 【ふ】塩竈ケースサービス担当者会議 榎の実 8 

9 月 10 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 11 

9 月 12 日 【ふ】自立協地域生活支援拠点等運営プロジェクト 地域拠点センター 16 

9 月 19 日 【あ】発達障害者支援に係る二次支援機関打ち合わせ 塩釜保健所 3 

9 月 20 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 15 

9 月 25 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク身体分会 地域拠点センター 4 

9 月 26 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク精神分会 地域拠点センター 9 

9 月 27 日 【あ】第 4 回発達障害児者支援に係る二次・三次支援機関打ち合わせ 子ども総合センター 2 

10 月 2 日 【ふ】自立協事務局会議 

10 月 9日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 

松島町文化観光交流館 

松島町文化観光交流館 

4 

11 

10 月 15 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録事前会議 七ヶ浜町役場 6 

10 月 15 日 【あ】発達障害者地域支援マネージャー配置事業担当者会 地域拠点センター 6 

10 月 30 日 【あ】県子ども・若者支援地域協議会実務担当者会 自治会館 1 

10 月 17 日 【ふ】利府ケースサービス担当者会議 利府保健福祉センター 8 

10 月 18 日 【ふ】宮城県自立協 相談支援部会 地域拠点センター 16 

10 月 23 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク身体分会 地域拠点センター 4 

10 月 24 日 【ふ】【あ】自立協きょうだい児支援ネットワーク会 利府支援学校 11 

10 月 30 日 【ふ】自立協地域づくり運営会議 地域拠点センター 15 

11 月 5 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

11 月 11 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク精神分会 地域拠点センター 9 

11 月 10 日 【ふ】【あ】自立協家族等支援ネットワークきょうだい児分会懇談会 多賀城山王公民会 3 

11 月 12 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 11 

11 月 13 日 【ふ】自立協支援者ネットワーク会（放課後等デイ） 地域拠点センター 25 

11 月 15 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 16 

11 月 19 日 【ふ】自立協地域生活支援拠点等運営プロジェクト 地域拠点センター 15 

11 月 21 日 【ふ】2市 3町課長会議 松島町文化観光交流館 15 

11 月 26 日 【ふ】【あ】自立協きょうだい児支援ネットワーク交流会振り返り 利府支援学校 3 

12 月 3 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

12 月 4 日 【ふ】自立協支援者ネットワーク会（就労支援） 地域拠点センター 15 

12 月 5 日 【ふ】自立協支援者ネットワーク会（生活介護）打ち合わせ 地域拠点センター 3 

12 月 6 日 【ふ】自立協ダイレクトＢ保護者説明会 利府支援学校 42 

12 月 6 日 【ふ】【あ】自立協きょうだい児支援ネットワーク会 利府支援学校 9 

12 月 9 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク精神分会 地域拠点センター 9 

12 月 10 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 10 

12 月 13 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録面談 みんなの家 5 

12 月 18 日 【あ】利府町教育委員会訪問担当者会議 七ヶ浜町役場 2 

12 月 20 日 【あ】第 5 回発達障害児者支援に係る二次・三次支援機関打ち合わせ 子ども総合センターセンター 3 

12 月 20 日 【ふ】自立協第 9回相談支援部会 地域拠点センター 15 

1 月 8 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

1 月 8 日 【あ】県発達障害者支援推進会議・交易特別支援連携協議会合同会議 県行政庁舎 2 

1 月 10 日 【あ】七ヶ浜町教育委員会訪問担当者会議 七ヶ浜町役場 7 

1 月 20 日 【あ】塩竈市教育委員会訪問担当者会議 塩竈市役所 21 

1 月 24 日 【あ】松島町教育委員会訪問担当者会議 松島町役場 2 

1 月 9 日 【ふ】自立協家族等支援ネットワーク身体分会 地域拠点センター 4 

1 月 15 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町文化観光交流館 11 

1 月 16 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 13 

1 月 21 日 【ふ】自立協地域づくり運営会議 

1 月 21 日 【ふ】自立協障がい者 別解消部会 

1 月 30 日 【ふ】利府ケースサービス担当者会議 

松島町文化観光交流館 

松島町文化観光交流館 

利府保健福祉センター 

14 

23 

7 

2 月 4 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

2 月 4 日 【あ】富谷市教育委員会訪問担当者会議 富谷市役所 7 

2 月 6 日 【ふ】自立協全体会 松島町観光文化交流館 101 

2 月 12 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町観光文化交流館 11 

2 月 18 日 【ふ】七ヶ浜ケースサービス担当者会議 向陽中学校 7 

2 月 21 日 【ふ】自立協相談支援部会 地域拠点センター 12 

2 月 21 日 【ふ】宮城県自立支援協議会相談支援部会 宮城県庁 32 
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2 月 25 日 【ふ】利府ケースサービス担当者会議 ＧＨすず 9 

3 月 3 日 【ふ】自立協事務局会議 松島町役場 4 

3 月 6 日 【ふ】七ヶ浜ケースサービス担当者会議 あすなろ 4 

3 月 10 日 【ふ】自立協 2市 3町担当者会議 松島町観光文化交流館 10 

3 月 11 日 【ふ】七ヶ浜ケース登録面談 地域拠点センター 4 

3 月 13 日 【あ】第 6 回発達障害児者支援に係る二次・三次支援機関打ち合わせ 子ども総合センター 6 

（３）講師等派遣に関すること 

実施日 名称及び講師内容等 派遣先 講師 

9 月 22 日 令和元年度宮城県サービス管理責任者研修（A日程） 宮城県庁 佐野 

1 0 月 2 8
日  

令和元年度宮城県サービス管理責任者研修（B日程） 宮城県庁 佐野 

1 1 月 4 ～
6 日  

令和元年度宮城県相談支援従事者初任者研修 宮城県庁 行本 

11 月 4～6日 令和元年度ファシリテーター養成研修 宮城県庁 行本 

1 月 7･17･27 日 令和元年度宮城県相談支援従事者現任者研修 宮城県庁 行本 

2 月 13-25 日 令和元年度宮城県相談支援従事者主任研修（５日間） 宮城県庁 行本 

（４）見学と実習の受け入れ、調査協力、地域貢献等に関すること 

実施日 受入内容等 受入先 
5 月 7 日 多賀城市精神障害者家族会さざんか会総会 多賀城市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

5 月 9 日 地域拠点センター見学受入れ・事業説明（12 名） 宮城県議会 

6 月 20 日 多賀城市精神障害者家族会さざんか会おしゃべりサロンに参加 多賀城市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

6 月 21 日 塩釜地区手をつなぐ育成会等連絡会役員会に参加 七ヶ浜町中央公民館 

6 月 25 日 地域拠点センター見学受入れ・事業説明（3名） 亘理ありのまま舎 

6 月 8 日 いるかの会(松島町)に参加 松島町児童館 

7 月 23 日 塩竈市精神障害者家族会東雲会サロンに参加 塩竈市保健センター 

7 月 25 日 松島町精神障害者家族のつどいに参加 ＪＡ高城 

8 月 27 日 地域拠点センター見学受入れ・事業説明（13 名） 田村市 

9 月 3 日 塩釜地区手をつなぐ育成会等連絡会役員会に参加 七ヶ浜町中央公民館 

9 月 11 日 いるかの会(松島町)に参加 松島町児童館 

9 月 13 日 地域拠点センター見学受入れ・事業説明（3名） NPO 法人ポラリス 

9 月 18 日 利府町精神障害者家族会あけぼの会座談会に参加 利府町保健福祉センター 

9 月 19 日 多賀城市精神障害者家族会さざんか会おしゃべりサロンに参加 多賀城市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

1 1 月
1 0 日  

自立協きょうだい児支援ネットワーク交流会 多賀城市山王公民館 

1 1 月
2 2 日  

自立協家族等支援ネットワーク精神分会交流会 塩竈市公民館 

1 1 月
2 9 日  

地域拠点センター見学受入れ・事業説明（35 名） 社会福祉法人光の里 

1 2 月 2
日  

地域拠点センター見学受入れ・事業説明（7名） 北上市手をつなぐ育成会 

1 2 月 7
日  

自立協家族等支援ネットワーク身体分会交流会 利府こども発達センター 

1 2 月
1 3 日  

塩竈市精神障害者家族会東雲会サロンに参加 塩竈市保健センター 

12 月 24 日 利府町精神障害者家族会あけぼの会座談会に参加 利府町保健福祉センター 

1 月 16 日 多賀城市精神障害者家族会さざんか会おしゃべりサロンに参加 多賀城市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

1 月 23 日 松島町精神障害者家族のつどいに参加 ＪＡ高城 

2 月 14 日 令和元年度 松島町自立支援推進委員会 松島町役場 

2 月 17 日 地域拠点センター見学受入れ・事業説明（15 名） 小松島支援学校 PTA 

2 月 20 日 多賀城市精神障害者家族会さざんか会拡大サロン 多賀城市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 
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令和元年度 活動計算書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

認定ＮＰＯ法人 さわおとの森 （単位：円）

Ⅱ 経 常 費 用 の 部

1.事 業 費

(１)人件費

職員棒給

職員手当

法定福利費

退職金共済掛金  350,985,442

(２)その他経費

報酬費

消耗品費

食料費

修繕費

燃料費

水道光熱費

保険料

備品費

車両費

使用料

行事費

旅費交通費

減価償却費

雑費  68,055,482  419,040,924

正規・契約・パート

通勤手当

社会保険等

委託医報酬等

教材他

短期入所食材費用

施設修繕費

灯油代等

上下水道、電気代等

公用車車両保険等

備品消耗品等

車検、私用車代等

土地･建物･セコム等

祭等

研修会等旅費

科 目 ・ 摘 要 金 額 内 訳

Ⅰ 経 常 収 益 の 部

1.受取会費収入

正会員会費

賛助会員会費

2.事業収入

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所訪問

生活介護

短期入所

共同生活

居宅介護

行動援護

計画相談支援

地域定着

レスパイト

市町村委託事業

3.受取助成金等収入

助成金

4.受取寄附金収入

寄附金

5.雑収入

預金利息

その他

経 常 収 益 計

195,000 

1,025,000 1,220,000

429,397,177 

875,150

2,000,000

22,522,267

112,197,717 

95,155,147

2,254,877

53,242,680 

94,833,944 

18,202,984 

1,058,093

3,987,181

3,202,790 

578,590

366,600

44,316,574

875,150

2,000,000

1,470

22,520,797

456,014,594

291,962,739 

4,678,932

46,566,171

7,777,600

3,096,847 

4,623,035 

7,691,273 

337,937

3,354,036

4,396,767 

5,571,288 

2,059,990 

4,774,992

10,820,822

92,213

206,858 

21,019,084

10,340
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2.事 務 費

(１)人件費

役員報酬  1,850,000  1,850,000

(２)その他経費

委託費

福利厚生費

広告宣伝費

研修費

渉外費

会議費

通信費

新聞図書費

諸会費

支払手数料

租税公課

寄附金

調理業務等

予防接種等

広告掲載等

社会福祉協議会等

謝礼等

理事会等

電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・切手等

福祉新聞社等

町内会費等

振込手数料

固定資産税等

国境なき医師団等

支払利息  11,080,963  12,930,963 融資利息

経常費用合計

3,927,419 

1,544,599 

147,958

328,700

110,419 

247,230

1,700,722

132,106 

56,600

613,806

152,755 

2,080,000

38,649

431,971,887

Ⅲ 経 常 外 収 益 の 部

過年度調整

経 常 外 収 益 計

-6,084,455 -6,084,455

-6,084,455

Ⅱ 経 常 外 費 用 の 部

運営健全化調整費

経 常 外 費 用 計

10,500,000 10,500,000

10,500,000

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額

前期繰越一般正味財産額

指定正味財産からの繰入額

次期繰越一般正味財産額

7,458,252

840,600 

6,617,652

293,422,084

10,541,477

310,581,213



- 45-

令和元年度 貸借対照表
令和 2 年 3 月 31 日 現在

認定ＮＰＯ法人 さわおとの森  （単位：円）

Ⅰ 資 産 の 部
流 動 資 産
現金
普通預金
郵便貯金
未収入金

流 動 資 産 合 計
固 定 資 産
建物
建物付属設備
構築物
車両運搬具
工具器具備品
ソフトウェア
水道施設利用権

固 定 資 産 合 計
投 資 等
出資金
差入保証金
保険積立金

投 資 等 合 計
資 産 合 計         527,179,372

Ⅱ 負 債 の 部
流 動 負 債
未払金
未払法人税等
預り金

流 動 負 債 合 計
負 債 合 計

固 定 負 債
長期借入金

流 動 負 債 合 計
負 債 合 計           64,839,751

Ⅲ 正味財産の部
指定正味財産

指定正味財産計
一般正味財産
前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

一般正味財産計
正 味 財 産 合 計         462,339,621

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計         527,179,372

科目・摘要 金 額

207,655 
171,446,176
7,413,228
77,559,052

256,626,111

202,034,390 
44,954,527
13,198,859
1,071,439 
2,455,432 
27,948
979,323

264,721,918

1,000
20,000

5,810,343
5,831,343

23,382,717 
840,600
8,073,434

32,296,751

32,543,000
32,543,000

151,758,408
151,758,408

293,422,084 
17,159,129

310,581,213
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令和元年度 財産目録
令和 2 年 3 月 31 日 現在

認定ＮＰＯ法人 さわおとの森  （単位：円）

科目・摘要

Ⅰ 資 産 の 部

流 動 資 産

現金・預金

さわおと現金

ひまわり現金

利府こども現金

あかいし現金

七十七銀行七ケ浜支店(普) No 5271002

七十七銀行七ケ浜支店(普) No 9110305

七十七銀行利府支店(普) No 5007287

郵便貯金 18110-30532021

未収入金

給付費

その他

流 動 資 産 合 計

固定資産台帳

固 定 資 産 合 計

投 資 等

出資金 東北自動車共済

差入保証金 セコム㈱

保険積立金 ㈱ING生命

投 資 等 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負 債 の 部

流 動 負 債

未払金

令和2年3月分給与

その他

未払法人税等

預り金

令和2年2-3月 社会保険

令和2年3月 源泉所得税

令和2年3月 住民税

財形貯蓄

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

長期借入金

福祉医療機構

地域総合整備資金

七十七銀行

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

金額

33,945

41,227

54,250

78,233

145,896,369 

24,004,172

1,545,635

7,413,228

70,453,964 

7,105,088

256,626,111

527,179,372

264,721,918

264,721,918

1,000

20,000

5,810,343

5,831,343

15,384,840 

7,997,877

840,600

6,965,399 

325,435

727,600

55,000

10,614,000 

20,000,000 

1,929,000

32,296,751

64,839,751

32,543,000

462,339,621


